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広報たけた

ＡＲアプリで岡城を散策

「岡城時空散歩」　　　　　　　　　　　　　
いよいよ公開！

人口のうごき

　　　　　　　　　 （ 前 月 比 ）　
人　口　21,072　人（－   35 人 ）
男　性　  9,864　人（－   18 人 ）
女　性　11,208　人（－   17 人 ）
世帯数　10,138世帯（－     4 世帯 ）
※令和２年６月１日現在の住民基本台帳による

今月の誌面ガイド   Lineup

   2  緊急レポート第２弾　竹田温泉「花水月」

   4  歴史文化館 10月24日に開館

   5  現代によみがえる最強の城／まるごと博物館

   7  ふるさと納税３億円突破

   8  子育て世代包括支援センターからのお知らせ

12  たけたんカレンダー

　　竹田市の追悼者一覧

14  たけたんインフォ

21  休日・夜間の在宅当番医院／えがおの子育て

　　小児科
■題字　草刈樵峰（竹田市在住の書家）

写真　　上　三重櫓（近景）
　　　　中　太鼓櫓門
　　　　下　二ノ丸月見櫓
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竹
田
温
泉
「
花
水
月
」
が

で
き
る
ま
で

　

市
町
村
合
併
前
の
平
成
11
年
、
旧

竹
田
市
で
は
、
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ（
当
時
独

立
行
政
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業

技
術
総
合
開
発
機
構
）の
調
査
ボ
ー

リ
ン
グ
に
よ
り
、
深
度
７
０
０
メ
ー

ト
ル
付
近
か
ら
毎
分
２
０
０
リ
ッ
ト

ル
、
41
℃
の
温
泉
が
自
噴
す
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
結
果
を

受
け
て
、
市
で
は
、
源
泉
を
活
か
し

た
複
合
温
泉
施
設
の
設
置
に
つ
い
て

議
論
が
な
さ
れ
、
現
在
の
花
水
月
の

建
設
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
施
設
内

部
の
構
成
と
し
て
は
、
１
階
部
分
に

レ
ス
ト
ラ
ン
、宴
会
場
、休
憩
ス
ペ
ー

ス
、
家
族
風
呂
が
配
置
さ
れ
、
２
階

部
分
に
男
女
入
れ
替
わ
り
の
大
浴
場
、

露
天
風
呂
等
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

施
設
が
完
成
し
た
当
時
の
平
成
13

年
は
、
久
住
高
原
で
は
く
じ
ゅ
う
花

公
園
、
ガ
ン
ジ
ー
牧
場
な
ど
が
人
気

観
光
地
と
し
て
多
く
の
観
光
客
を
集

め
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
長
湯
温
泉

で
は
平
成
11
年
に
新
設
さ
れ
た
温
泉

療
養
文
化
館「
御
前
湯
」が
核
と
な
っ

て
観
光
客
数
が
70
万
人
を
超
え
、
城

下
町
竹
田
で
も
１
０
０
万
人
を
超
え

る
な
ど
、
観
光
産
業
が
非
常
に
勢
い

の
あ
る
時
期
で
あ
り
ま
し
た
。

開
業
、

し
か
し
経
営
は
難
し
く

　

当
初
、
第
３
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
経

営
を
行
っ
て
い
た
花
水
月
で
す
が
、

経
営
は
順
風
満
帆
と
は
い
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
利
用
者
数
は
年
々
減
少
し
、

平
成
21
年
度
に
は
つ
い
に
６
万
２
千

人
を
割
り
込
ん
で
し
ま
い
、
直
営
方

式
へ
と
切
り
替
え
ざ
る
を
得
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

翌
22
年
か
ら
は
運
営
方
法
を
抜
本

的
に
改
革
し
、
温
泉
シ
ス
テ
ム
で
あ

る
循
環
ろ
過
方
式（
消
毒
方
法
）の
見

直
し
や
温
泉
の
健
康
づ
く
り
活
用
、

観
光
関
係
機
関（
商
工
観
光
課
・
竹

田
市
観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
な
ど
）

を
集
約
配
置
す
る
こ
と
で
、
観
光
施

策
拠
点
施
設
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
ま
し
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
22
年

度
は
９
万
５
千
人
、
23
年
度
に
は
10

万
６
千
人
ま
で
回
復
し
ま
し
た
。

湯
量
が
大
幅
に
減
少
、

灯
油
単
価
も
高
騰

　

オ
ー
プ
ン
当
初
、
毎
分
２
０
０

リ
ッ
ト
ル
が
自
噴
し
て
い
た
源
泉
湯

量
は
年
々
減
少
し
、
平
成
22
年
度
時

点
で
の
平
均
湧
出
量
は
、
毎
分
１
１

緊　　急
レポート
第２弾

　

平
成
13
年
に
、
健
康
増
進
・
福
祉
の
向
上
や
交
流
人
口
の
増
大
に
よ
る
市
の
活
性

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
誕
生
し
た「
花
水
月
」。
開
業
か
ら
20
年
目
を
迎
え
た

今
、
施
設
が
直
面
し
て
い
る
課
題
を
お
伝
え
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
市
民
の
た

め
に
ど
う
活
用
し
て
い
く
の
が
良
い
か
、
考
え
て
い
き
ま
す
。

竹
田
温
泉
「
花
水
月
」

こ
の
ま
ま
で
良
い
の
？

緊急レポート第２弾　竹田温泉「花水月」

竹田温泉「花水月」の市内外利用者数の推移  　　　　　　　　     　　　　   （単位：人）

市外大人 市外子ども 市内大人 市内子ども 合　計
平成18年度 25,482 1,613 51,863 2,874 81,832
平成21年度 20,309 2,038 38,061 2,038 62,446
平成22年度 28,844 2,422 61,777 2,465 95,508
平成23年度 30,618 2,443 70,844 2,484 106,389
平成26年度 49,303 2,418 79,937 3,627 135,285
平成27年度 42,319 2,715 73,154 2,799 120,987
平成28年度 33,677 2,005 54,245 2,132 92,059
令和元年度 41,187 1,835 59,733 2,766 105,521
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８
リ
ッ
ト
ル
ま
で
目
減
り
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
２
階
大
浴

場
の
浴
槽
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
に
多

く
の
水
を
使
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、

水
を
沸
か
す
燃
料
費（
灯
油
）を
は
じ

め
と
す
る
光
熱
水
費
の
経
費
が
重
く

の
し
か
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

燃
料
費
の
高
騰
が
こ
れ
に
追
い
う

ち
を
か
け
、
平
成
16
年
７
月
次
の
灯

油
単
価
は
９
５
０
円（
18
ℓ
）前
後
で

し
た
が
、
平
成
22
年
７
月
次
に
は
１

５
５
０
円
ま
で
上
昇
し
６
０
０
円
も

高
騰
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
高
騰
が

続
き
燃
料
費
の
占
め
る
割
合
が
増
加

し
続
け
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
平
成
28
年
４
月
に
発
生

し
た
熊
本
地
震
の
影
響
に
よ
り
、
源

泉
湧
出
量
は
お
よ
そ
毎
分
70
リ
ッ

ト
ル
ま
で
減
少
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

当
初
想
定
の
約
３
分
の
１
ま
で
減
っ

て
し
ま
っ
た
源
泉
湯
量
を
補
う
た
め

の
、
燃
料
費
な
ど
の
支
出
の
増
加
は

今
に
至
る
ま
で
の
大
き
な
経
営
負
担

と
な
っ
て
い
ま
す
。

毎
年
２
３
０
０
万
円
の
投
入

入
湯
料
は
適
切
？

　

現
在
の
花
水
月
の
利
用
者
の
割
合

と
し
て
は
、
市
内
の
大
人
が
お
よ
そ

60
％
、
市
外
の
大
人
が
お
よ
そ
35
％

で
、
こ
の
割
合
は
、
近
年
ほ
ぼ
変
動

が
あ
り
ま
せ
ん
。
令
和
元
年
度
の
実

績
で
は
、
来
客
数
が
10
万
５
千
人
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
お
よ
そ
６
万
人
は

市
民
の
利
用
で
、
市
外
の
利
用
者
は

お
よ
そ
４
万
人
で
す
。

　

高
騰
し
た
燃
料
費
等
に
伴
う
支
出

の
増
加
を
、
現
場
ス
タ
ッ
フ
の
懸
命

な
努
力
に
よ
る
固
定
費
や
変
動
費
の

削
減
で
補
お
う
と
し
て
い
る
現
状
で

す
が
、
毎
年
お
よ
そ
２
３
０
０
万
円

前
後
の
一
般
財
源
が
充
当
さ
れ
て
い

ま
す
。
現
在
の
営
業
時
間
と
サ
ー
ビ

ス
を
維
持
す
る
た
め
の
支
出
合
計
が

６
７
０
０
万
円（
令
和
元
年
度
）で
す

か
ら
、
単
純
な
損
益
の
分
岐
点
は
お

よ
そ
６
３
０
円
前
後
と
な
り
、
現
状

の
利
用
者
の
単
価
設
定
が
低
す
ぎ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
今
以
上
の
経
営
努
力

や
、
営
業
形
態
の
見
直
し
は
必
須
で

す
が
、
湯
量
が
減
少
し
、
燃
料
費
が

高
騰
す
る
中
、
施
設
開
設
当
時
と
は

前
提
条
件
が
異
な
り
、
赤
字
経
営
か

ら
脱
却
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
売

り
上
げ
に
見
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
・
営

業
ス
タ
イ
ル
を
再
構
築
す
る
こ
と
が

必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
か
ら
も
、
市
民
の
た
め

の
施
設
で
あ
る
た
め
に
は

　

前
に
も
述
べ
た
と
お
り
、
花
水
月

を
、
こ
れ
か
ら
も
市
の
経
営
す
る
市

民
の
た
め
の
施
設
と
し
て
存
続
さ
せ

て
い
く
た
め
に
は
、
時
代
に
合
っ
た

改
革
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

例
え
ば
、
花
水
月
の
家
族
風
呂
の

浴
槽
は
一
般
的
な
銭
湯
に
も
見
劣
り

し
な
い
広
さ
を
有
し
て
い
ま
す
。
２

階
の
大
浴
場
の
浴
槽
に
比
べ
れ
ば
小

さ
い
た
め
、
湯
量
も
比
較
的
確
保
で

き
ま
す
。
家
族
風
呂
の
み
を
使
用
す

る
こ
と
で
、
循
環
ろ
過
を
せ
ず
に
源

泉
か
け
流
し
の
泉
質
が
楽
し
め
る
の

で
あ
れ
ば
、
そ
の
強
み
を
活
か
す
こ

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

特
に
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、

密
に
な
ら
な
い
た
め
の
感
染
予
防
対

策
と
し
て
、
利
用
人
数
の
制
限
等
も

検
討
に
加
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ひ
と
つ
の
案
と
し
て
、
利
用
者
数
の

多
い
土
・
日
・
祝
日
を
全
館
フ
ル
稼

働
し
、
比
較
的
利
用
の
少
な
い
平
日

は
１
階
家
族
風
呂
の
み
運
用
す
る
な

ど
、
施
設
の
運
用
を
柔
軟
に
検
討
し
、

経
費
の
削
減
を
試
み
る
な
ど
の
検
討

策
も
あ
り
ま
す
。

　

花
水
月
の
源
泉
は
、
塩
化
物
泉
と

い
わ
れ
る
泉
質
で
、
肌
の
殺
菌
作
用

と
保
温
効
果
の
高
い
温
泉
で
す
。
さ

ら
に
、
他
の
温
泉
の
泉
質
と
比
較
し

て
も
作
用
が
穏
や
か
で
、
湯
あ
た
り

や
副
作
用
が
少
な
い
た
め
、
年
配
の

方
や
病
気
の
回
復
期
の
方
に
向
い
て

い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
限
ら
れ

た
市
財
政
の
中
で
、
竹
田
が
誇
る
温

泉
資
源
を
こ
れ
か
ら
の
未
来
に
ど
う

活
か
す
か
、
今
、
大
幅
な
変
革
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
今
年
度
の
利
用
者
が
か
な
り
減
少

傾
向
に
あ
る
以
上
、
新
し
い
生
活
様

式
に
対
応
す
る
柔
軟
性
も
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

竹田温泉「花水月」の温泉湧出量（平均）の推移

湧出量
（毎分・ℓ）

温　度
（源泉付近・℃）

平成13〜15年度 200.0 40
平成16年度 140.0 40
平成17年度 118.0 38
平成28年度（地震後） 74.0 39
平成29年度 69.0 38
平成30年度 65.5 39
令和元年度 67.2 38

竹田温泉「花水月」の近年の収支実績                         　　　　　              （単位：千円）

収　入 支　出 収入―支出 （支出のうち灯油代）

平成18年度 41,121 63,883 ▲ 22,761 14,134

平成27年度 48,326 70,632 ▲ 22,305 21,951

平成28年度（地震） 36,901 59,401 ▲ 22,499 15,988

平成29年度 42,151 64,035 ▲ 21,884 19,408

平成30年度 41,736 65,147 ▲ 23,410 22,730

令和元年度 43,122 67,038 ▲ 23,915 22,688

※施設修繕料については除く

↑花水月の家族風呂
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歴
史
文
化
館「
由
学
館
」は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め

４
月
の
開
館
を
延
期
し
て
い
ま
し
た
が
、

10
月
24
日
㈯
に
開
館
す
る
こ
と
が
決
ま

り
ま
し
た
。
同
日
よ
り「
豊
後
岡
藩
の
光

芒
」と
題
し
て
開
館
記
念
特
別
展
を
開
催

し
ま
す
。

　

岡
藩
主
中
川
家
の
歴
代
肖
像
画
を
一

同
に
展
示
す
る
ほ
か
、
江
戸
時
代
中
期

に
描
か
れ
た
岡
城
の
鳥
瞰
図
で
あ
る「
宝

暦
御
城
真
景
図
屏
風
」や
、
全
長
２
７
２

メ
ー
ト
ル
と
世
界
最
長
の
絵
巻
物
で
あ

り
、
５
年
の
歳
月
を
か
け
て
描
か
れ
た

「
三
宅
山
御
鹿
狩
絵
巻
」、
田
能
村
竹
田

の
絵
画
な
ど
、
岡
藩
を
象
徴
す
る
文
化

財
等
を
数
多
く
展
示
し
ま
す
。
竹
田
市

の
歴
史
文
化
、
そ
の
魅
力
に
改
め
て
気

づ
く
す
ば
ら
し
い
秋
と
な
る
よ
う
、
開

館
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
歴
史
文
化

館
の
開
館
ま
で
も
う
し
ば
ら
く
お
待
ち

く
だ
さ
い
。

　

由
学
館
の
見
ど
こ
ろ
な
ど
、
詳
し
く

は
広
報
た
け
た
10
月
号
で
お
伝
え
し
ま

す
。

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
展
覧
会
を

開
い
て
み
ま
せ
ん
か

　

歴
史
文
化
館
で
は
、
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

の
利
用
申
請
の
受
付
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
の
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
約
１
７
０
平

方
メ
ー
ト
ル
）は「
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水

琴
館
」の
後
継
施
設
と
し
て
、
歴
史
文
化

館
内
に
再
整
備
し
た
も
の
で
す
。
開
館

後
は
、「
竹
田
市
美
術
展
」や「
大
分
県
美

術
展
巡
回
展（
写
真
・
書
道
・
日
洋
彫

工
）」が
順
次
開
催
さ
れ
ま
す
。
多
く
の

皆
さ
ま
の
ご
利
用
と
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　

予
約
は
利
用
希
望
期
間
の
６
か
月

前
か
ら
可
能
で
す
。
利
用
料
は
１
日

８
０
０
円（
冷
暖
房
費
別
）で
す
。
相
談

及
び
申
請
窓
口
は
歴
史
文
化
館
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
歴
史
文
化
館　

☎
63
―

２
２
０
０

歴史文化館 10月24日に開館  ほか

竹
田
市
農
業
委
員
会
委
員

辞
令
交
付
式

　

任
期
満
了
に
伴
い
７
月
20
日
、
新
た

に
選
任
さ
れ
た
農
業
委
員
会
委
員
13
名

に
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
農
業
委

員
は
、農
地
法
に
基
づ
く
農
地
の
売
買
・

賃
借
の
許
可
、
農
地
転
用
案
件
等
の
審

議
に
加
え
、
農
地
等
の
利
用
最
適
化
の

推
進
と
し
て
、
①
担
い
手
へ
の
農
地
利

用
の
集
積
・
集
約
化
、
②
遊
休
農
地
の

発
生
防
止
・
解
消
、
③
新
規
参
入
の
促

進
が
最
も
重
要
な
責
務
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
任
期
は
令
和
５
年

７
月
19
日
ま
で
で
す
。

　

会　

長　

 

森　

哲
秀　

（
竹
田
・
高
伏
）

　

副
会
長　

 

長
野
幸
生　

（
竹
田
・
古
園
）

　
　
　
　
　

麻
生
章
治　

（
竹
田
・
向
町
）

　
　
　
　
　

釘
宮
恒
憲　

（
久
住
・
栢
木
）

　
　
　
　
　

工
藤
明
秀　

（
直
入
・
辻
）

　
　
　
　
　

工
藤
一
美　

（
久
住
・
新
町
）

　
　
　
　
　

後
藤
善
徳　

（
荻
・
桑
木
）

　
　
　
　
　

佐
藤
隆
幸　

（
久
住
・
タ
カ
ノ
巣
）

　
　
　
　
　

佐
藤
博
一　

（
竹
田
・
百
木
）

　
　
　
　
　

首
藤
德
子　

（
直
入
・
神
の
原
）

　
　
　
　
　

本
郷
敦
子　

（
竹
田
・
大
仲
寺
）

　
　
　
　
　

山
村　

徹　

（
荻
・
馬
場
）

　
　
　
　
　

和
田
京
子　

（
竹
田
・
入
田
小
高
野
）

開
催
記
念
特
別
展  

「
豊
後
岡
藩
の
光
芒
」
を
開
催

歴
史
文
化
館 

10
月
24
日
に
開
館

下：三宅山御鹿狩絵巻
（竹田市歴史文化館蔵）

左： 田 能 村 竹 田 筆・
浅絳山水図（竹田市歴
史文化館蔵）

［撮影］ 川澄・小林研二写真事務所　浜田昌樹
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国
指
定
史
跡
で
あ
る
岡
城
跡
は
、

明
治
時
代
に
な
っ
て
か
ら
建
造
物
が

取
り
壊
さ
れ
、
そ
れ
以
来
再
建
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
現
代
に

生
き
る
私
た
ち
が
、
江
戸
時
代
の
岡

城
の
姿
を
想
像
す
る
こ
と
は
困
難
で

す
。
今
回
、
Ａ
Ｒ
や
Ｖ
Ｒ
と
い
っ
た

最
先
端
の
技
術
を
用
い
て
、
疑
似
的

な
建
造
物
の
再
現
を
行
い
ま
し
た
。

現
在
の
姿
と
往
時
の
姿
を
重
ね
合
わ

せ
て
表
示
す
る
こ
と
で
、
ス
マ
ホ
越

し
に
在
り
し
日
の
岡
城
の
姿
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

Ａ
Ｒ
ア
プ
リ「
岡
城
時
空
散
歩
」を

イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
、
実
際
の
石
垣
な

ど
の
遺
構
に
カ
メ
ラ
を
向
け
る
こ

と
で
、
ス
マ
ホ
上
に
江
戸
時
代
の
岡

城
の
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
す
。

大
手
門
や
本
丸
の
三
重
櫓（
御
三
階

櫓
）、
二
ノ
丸
に
あ
る
月
見
櫓
な
ど

の
建
造
物
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
覚

左
衛
門
屋
敷
側
か
ら
一
望
で
き
る
、

当
時
の
城
郭
の
姿
も
見
ど
こ
ろ
で
す
。

　

ア
プ
リ
を
起
動
し
、
城
内
あ
ち
こ

ち
に
あ
る
看
板
に
ス
マ
ホ
を
か
ざ
す

こ
と
で
、
ガ
イ
ド
役
の
竹
田
名
物「
姫

だ
る
ま
」が
、
今
自
分
の
立
っ
て
い

る
場
所
が
昔
は
ど
う
い
っ
た
役
割
を

果
た
し
て
い
た
の
か
、
当
時
の
で
き

ご
と
な
ど
を
交
え
つ
つ
解
説
を
し
て

く
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
ア
プ
リ
は

日
本
人
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
外

国
人
観
光
客
向
け
の
機
能
も
充
実
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
城
内
の
解
説
は
日
本

語
単
独
の
説
明
板
に
よ
る
も
の
し
か

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ア
プ
リ
で

は
新
た
に
英
語
、
中
国
語
、
韓
国
語

も
選
ぶ
こ
と
が
で
き
、
多
く
の
観
光

客
が
母
国
語
や
自
分
に
馴
染
み
の
深

い
言
語
で
ガ
イ
ド
を
聴
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
来
竹
す
る

外
国
人
の
増
加
も
期
待
で
き
ま
す
。

　

ス
マ
ホ
を
片
手
に
、
説
明
を
聴
き

つ
つ
城
内
を
の
ん
び
り
散
策
す
る
と

約
２
時
間
半
。
ぜ
ひ
ア
プ
リ
を
イ
ン

ス
ト
ー
ル
し
て
、
よ
み
が
え
っ
た
岡

城
を
散
歩
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

ア
プ
リ
の
公
開
に
合
わ
せ
、
岡
城

跡
内
で
は
無
料
で
Ｗ
ｉ
―

Ｆ
ｉ
を
使

え
る
環
境
を
整
え
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

現代によみがえる最強の城／まるごと博物館

　

矢
嶋
義
一
は
明
治
17
年
に
福
島
県

に
生
ま
れ
ま
し
た
。
旧
会
津
藩
士
の

家
系
で
、
武
士
の
魂
と
も
い
え
る
小

刀
を
所
有
し
て
い
ま
し
た
。
専
門
教

育
を
受
け
た
後
、
24
歳
で
大
分
県
農

業
技
手
と
な
り
ま
し
た
。

　

明
治
43
年
に
緒
方
川
流
域
の
調
査

を
始
め
て
、３
年
後
に
明
正
井
路
に

関
す
る
測
量
と
設
計
作
業
を
終
わ
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
時
に
今
も
入
田
地

区
に
偉
容
を
誇
る
明
正
井
路
第
一
拱

石
橋
＝
六
連
橋
を
架
け
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
大
正
８
年
の
こ
と
で
し
た
。

橋
の
上
流
側
に
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
六
連
橋
は
ロ
ー
マ
の
水
道
橋

に
似
て
い
る
と
さ
れ
ま
す
。
水
が
流

れ
て
い
る
点
が
共
通
で
す
。
橋
の
長

さ
は
78
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
水
路
橋
と

し
て
は
日
本
一
で
す
。
設
計
に
あ

た
っ
た
の
が
矢
嶋
義
一
、
石
工
は
熊

本
の
平
林
松
造
で
し
た
。
地
元
の
加

工
し
や
す
い
石
材
を
使
っ
て
比
較
的

安
上
が
り
に
仕

上
げ
た
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

矢
嶋
義
一
は
、

工
事
中
は
緒
方

町
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
家
族
が
生

計
に
苦
し
む
ほ
ど
の
大
酒
飲
み
で

あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
し
か
し
、
工

事
の
こ
と
で
業
者
か
ら
も
て
な
し
を

受
け
た
り
す
る
と
、
妻
に
返
品
に
行

か
せ
る
と
い
っ
た
潔
癖
な
面
も
あ
り

ま
し
た
。
常
に
仕
事
の
こ
と
が
頭
か

ら
離
れ
な
い
義
一
で
し
た
が
、
娘
を

仕
事
場
に
連
れ
て
行
っ
た
と
い
う
エ

ピ
ソ
ー
ド
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
義
一
は
心
労
が
重
な

り
、
視
力
の
低
下
と
精
神
を
病
み
、

明
石
井
路
の
竣
工
を
前
に
自
ら
命
を

絶
ち
ま
し
た
。
完
成
の
２
年
前
で
、

十
角
川
に
架
か
る
サ
イ
フ
ォ
ン
を

使
っ
た
第
二
拱
石
橋
の
工
事
中
だ
っ

た
と
の
こ
と
で
す
。

　

今
、
矢
嶋
義
一
が
竹
田
市
民
に
残

し
て
く
れ
た
も
の
は
、
土
木
学
会
選

奨
土
木
遺
産
で
あ
る
六
連
橋
＝
第
一

拱
石
橋
で
す
。
こ
の
橋
に
接
す
る
時

に
、
矢
嶋
義
一
の
偉
大
さ
を
思
わ
ず

に
は
お
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
橋
こ
そ
は
田
園
の
中
に
あ
る

博
物
館
で
す
。
竹
田
市
に
は
水
路
の

受
益
地
こ
そ
あ
り
ま
せ
ん
が
、３
つ

の
取
水
堰
は
現
役
で
す
。
六
連
石
造

ア
ー
チ
橋
を
、い
つ
ま
で
も
大
切
に

し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

出
展
：
農
業
水
利
偉
人
伝
⑫　

矢
嶋
義
一

（
大
分
県
）、
見
ど
こ
ろ
竹
田
の
文
化
財

（
文
責　

衛
藤
頼
光
）

六連橋を架けた　矢嶋義一

ま
る
ご
と
博
物
館

176

矢嶋　義一

8/8
㈯

現
代
に
よ
み
が
え
る
最
強
の
城

Ａ
Ｒ
ア
プ
リ
「
岡
城
時
空
散
歩
」 

公
開

Android用
（Google Play）

iphone用
（App Store）
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「竹田市天空の展望公園」 TAO文化振興財団が指定管理／竹田市観光キャンペーンレディ 任命 ほか

　

７
月
１
日
、
本
市
の
観
光
や
特
産

品
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
県
内
外
に
Ｐ

Ｒ
す
る「
竹
田
市
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
レ
デ
ィ
」の
任
命
式
が
市
役
所
本

庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
任
命
さ
れ
た
の
は
、
大
分
市

在
住
の
野の

田だ

知ち

邑さ
と

さ
ん（
24
歳
・
団

体
職
員
）と
竹
田
市
在
住
の
野の

村む
ら

蓮れ

夏な

さ
ん（
20
歳
・
会
社
員
）で
す
。

　

２
人
に
は
任
命
書
と「
竹
田
市
観

光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
レ
デ
ィ
」と
刺
繍

さ
れ
た
タ
ス
キ
が
、
記
念
品
と
と
も

に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
首
藤
市
長

は
、「
今
、
世
界
中
が
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
と
て

も
意
気
消
沈
し
て
い
ま
す
。
た
け
た

未
来
券
の
Ｐ
Ｒ
や
、
８
月
の
Ｊ
Ｒ
豊

肥
本
線
全
線
再
開
の
式
典
な
ど
、
早

速
仕
事
が
待
っ
て
い
ま
す
。
お
二
人

の
笑
顔
で
竹
田
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
ほ

し
い
」と
あ
い
さ
つ
。
佐
田
啓
二
市

議
会
議
長
は「
竹
田
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
名
所
や
、
育
ま
れ
て
き
た
文
化
が

あ
り
ま
す
。
さ
わ
や
か
な
笑
顔
で
竹

田
の
観
光
や
農
業
を
Ｐ
Ｒ
し
て
く
だ

さ
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

式
典
の
後
、
野
田
さ
ん
は「
社
会

人
に
な
っ
て
ド
ラ
イ
ブ
で
竹
田
を
訪

れ
る
よ
う
に
な
り
、
四
季
折
々
の
魅

力
に
気
づ
き
ま
し
た
。
今
だ
か
ら
こ

そ
で
き
る
竹
田
市
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用
し
て
行
っ
て
い

き
た
い
」、
野
村
さ
ん
は「
自
然
が
豊

か
で
、
食
べ
物
も
お
い
し
く
、
老
若

男
女
が
楽
し
め
る
竹
田
市
の
魅
力
を

皆
さ
ん
に
わ
か
り
や
す
く
Ｐ
Ｒ
し
て

い
き
た
い
」と
そ
れ
ぞ
れ
意
気
込
み

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

７
月
６
日
、
竹
田
市
天
空

の
展
望
公
園
の
指
定
管
理
に

関
す
る
基
本
協
定
書
調
印
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

公
園
の
あ
る
あ
ざ
み
台
は
、

平
成
５
年
に
旧
久
住
町
が
整

備
し
活
用
し
て
き
ま
し
た
が
、

６
年
前
に
閉
鎖
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
今
年
、
構
想
か
ら
５

年
の
歳
月
を
経
て
、
収
容
人

数
千
人
の
野
外
劇
場
が
完
成

し
ま
し
た
。

　

式
に
は
、
Ｔ
Ａ
Ｏ
文
化
振

興
財
団
の
是
永
幹
夫
代
表
理

事
や
藤
高
郁
夫
社
長
、
Ｔ
Ａ

Ｏ
メ
ン
バ
ー
の
代
表
ら
が
出

席
。
理
事
と
市
長
が
調
印
を

行
い
ま
し
た
。

　

藤
高
社
長
は
、「
有
名
な

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
コ
ラ
ボ
を

す
る
な
ど
、
魅
力
を
積
極
的

に
発
信
し
て
い
き
た
い
。
世

界
中
の
人
に
久
住
高
原
に
来

て
も
ら
い
た
い
」と
抱
負
を

語
り
ま
し
た
。

  

「
Ｔ
Ａ
Ｏ
の
丘
」と
し
て
活

用
さ
れ
る
こ
の
公
園
は
、
８

月
11
日
㈫
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催
さ
れ
、

９
月
４
日
㈮
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
。
毎
週
４
日
、
年
間
約

１
９
０
回
に
わ
た
っ
て「
Ｄ

Ｒ
Ｕ
Ｍ 

Ｔ
Ａ
Ｏ
」の
公
演
が

行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

「
岡
本
分
館
」
落
成
式

図
書
館
の
あ
る
新
た
な
拠
点
、
完
成

　

６
月
21
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
延
期
と
な
っ
て

い
た
、
竹
田
市
中
央
公
民
館
岡
本
分
館

の
落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
岡
本
分
館
は
、
旧
施
設
の
老
朽
化

に
伴
い
、
旧
岡
本
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
内
に
新
築
。
木
造
平
屋
建
て
、
建
築

面
積
は
約
２
３
７
・
24
平
方
メ
ー
ト
ル
。

館
内
に
は
集
会
室
や
調
理
室
、
ま
た
地

区
住
民
が
要
望
し
た「
岡
本
ふ
れ
あ
い

図
書
館
」
の
ス
ペ
ー
ス
等
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

↑新「岡本分館」の看板の除幕式

↑おたまや公園で記念撮影をしました

↑調印式の様子

↑客席から阿蘇五岳を望む

↑笑顔が素敵なお二人の活躍を期待しています。
　野田知邑さん（左）、野村蓮夏さん（右）

令
和
２
年
度  

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
レ
デ
ィ
　
野
田
知
邑
さ
ん
、
野
村
蓮
夏
さ
ん

「竹田市天空の展望公園」

TAO文化振興財団が指定管理

笑
顔
で
竹
田
を
Ｐ
Ｒ
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ふるさと納税３億円突破

【ふるさと納税についてのお問い合わせ】
　返礼品を出品したい、電子感謝券に加盟したい、な

どなど、ふるさと納税に関わるお問い合わせは下記ま

でお気軽にどうぞ。

◆竹田市企画情報課総合政策室  ☎63-4801

◆ふるさと納税特設サイト

　https://furusato-taketa.jp/

◆竹田市ふるさと納税Facebook 

　https://www.facebook.com/taketa.furusato

▼
令
和
元
年
度 

寄
附
額
は
過
去
最
高

　

制
度
が
始
ま
っ
て
10
年
以
上
、
毎
年
寄
附
額
を
伸

ば
し
て
き
た
ふ
る
さ
と
納
税
で
す
が
、
令
和
元
年
度

の
寄
附
額
は
過
去
最
高
の
３
億
円
を
突
破
し
ま
し
た
。

い
た
だ
い
た
寄
附
金
か
ら
、
返
礼
品

の
調
達
費
・
配
送
料
等
を
差
し
引
い

た
、
約
１
億
４
千
万
円
を
基
金
と
し

て
管
理
し
、
各
種
事
業
に
活
用
し
て

い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
に
比
べ
る
と
６
７
０

０
万
円
以
上
の
増
加
で
し
た
。「
宿

泊
チ
ケ
ッ
ト
」「
定
期
便
」等
の
人
気

が
高
ま
り
、
１
件
ご
と
の
寄
附
金
額

は
平
均
８
４
６
１
円
増
額
し
ま
し
た
。

▼
魅
力
あ
る
返
礼
品
３
４
０
品
以
上
！

　

提
供
事
業
者
も
増
加
中

　

昨
年
度
は
、
ま
ち
づ
く
り
た
け
た
株
式
会
社
と
協

働
し
、
返
礼
品
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
の
強
化
に
力
を
入

れ
ま
し
た
。
結
果
、現
在
３
４
０
品
ま
で
増
え
ま
し
た
。

　

今
年
度
に
入
っ
て
か
ら
も
、
市
の
魅
力
を
全
国
に

伝
え
る
返
礼
品
が
続
々
登
場
し
て
い
ま
す
。
特
に
人

気
の
品
は「
肉
」「
米
」「
し
い
た
け
等
加
工
品
」「
旅
行

券
」な
ど
で
し
た
。

▼
体
験
型
「
コ
ト
」
人
気
！

　

“
里
帰
り
代
行
”
で
コ
ロ
ナ
支
援
も

　

ふ
る
さ
と
納
税
と
い
う
と
、
特
産
品
な
ど「
モ
ノ
」

が
主
流
で
す
が
、
実
際
に
訪
れ
る「
コ
ト
」の
人
気
も

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
12
月
に
県
内
で
初
め
て
導

入
し
た「
電
子
感
謝
券
」は
、
お
品
の
代
わ
り
に
市
内

で
利
用
で
き
る
電
子
ポ
イ
ン
ト
を
贈
る
も
の
で
、
こ

れ
ま
で
60
万
円
以
上
の
寄
附
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

宿
泊
施
設
・
飲
食
店
な
ど
53
店
舗
で
利
用
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
お
墓
や
お
庭
の
清
掃
作
業
を
、
里
帰
り
が

で
き
な
い
方
に
代
わ
っ
て
行
う「
里
帰
り
代
行
」も
登

場
し
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
、
市
外
に
い
な
が
ら
、
市

の
魅
力
を
味
わ
え
る
品
も
数
多
く
取
り
揃

え
て
お
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
市
外

在
住
の
方
へ
オ

ス
ス
メ
し
て
く

だ
さ
い
！

ふるさと納税
３億円突破

～全国に「竹田ファン」増加中～

  ＂応援したい地域＂を選んで寄附をすることで、税控除が受

けられたり、お礼品を受け取ったりできる「ふるさと納税」

　令和元年度も、全国の皆様から多くの寄附をいただくこと

ができました。

年度 件数 金　額

H29 1,047 32,409,101円

H30 25,463 247,976,086円

R １ 17,334 315,490,387円

寄附金は、こんな事業に役立っています！
（令和元年度 活用実績例）

これからも、全国からいただいた寄附金を
竹田市のさまざまな事業に役立てていきます！

◆人材育成～たけたの未来を担う
人材の育成及び確保に関する事
業～

・青少年人材育成海外交流事業

◆自然・歴史・文化～たけたの自
然、歴史、文化環境の保全・活
用に関する事業～

・総合文化ホール自主事業
・岡城跡竹木伐採委託

◆まちづくり・子育て支援～安心
して暮らせるふるさとづくりに
関する事業～

・フッ化物洗口実施に係る経費
・児童用教材資料購入費
・生徒用教材資料購入費

◆移住定住促進～たけたへの定住
促進に関する事業～

・定住促進住宅取得補助金
・公園施設長寿命化工事

寄附者さまからの応援メッセージ（一部）

★歴史ある竹田町の文化や街並みが将来も継承されて

いくことを望みます。

★野菜の味が濃かった。それぞれの野菜の旨味をしっ

かり感じることができました。

★先日長湯温泉に伺いました。余りにも楽しすぎて小

学生のように、帰る時に優しい寂しさを感じました。

名湯をお守りください。

★牛肉好きだった子どもたちも鶏肉好きになるほど、

おいしかったです。

★サフランの産地だと初めて知りました。サフランを

使った料理が大好きなので楽しみです。

★岡城跡が好きで２回足を運びました。自然と歴史が

融合した竹田が好きで応援しています！
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■
児
童
扶
養
手
当

　

児
童
を
監
護
し
て
い
る
ひ
と
り
親

家
庭
の
父
ま
た
は
母
、
も
し
く
は
父

母
に
代
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い

る
方（
児
童
扶
養
手
当
法
第
４
条
）に

支
給
し
ま
す
。
支
給
開
始
月
か
ら
５

年
ま
た
は
支
給
要
件
に
該
当
し
た
月

か
ら
７
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
の

手
当
額
は
上
記
の
と
お
り
で
す
。

■
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
20
歳

未
満
の
精
神
ま
た
は
身
体
に
中
程
度

以
上
の
障
が
い
を
有
す
る
児
童
を
監

護
す
る
父
ま
た
は
母
、
も
し
く
は
父

母
に
代
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い

る
方
に
支
給
し
ま
す
。

　

手
当
の
額
は
、
重
度
障
が
い
児

（
１
級
）の
場
合
、
児
童
１
人
に
つ
き

月
額
５
２
５
０
０
円
、
中
度
障
が
い

児（
２
級
）の
場
合
、
児
童
１
人
に
つ

き
月
額
３
４
９
７
０
円
で
す
。
受
給

要
件
、
手
当
等
の
詳
細
は
子
育
て

世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
す
ま
い
る

（
☎
63
―

４
８
２
３　

内
線
１
６
３
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

子育て世代包括支援センターからのお知らせ

現
況
届
等
の
提
出
を
忘
れ
ず
に
！

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
中
の
皆
さ
ま

　

８
月
は
現
況
届
並
び
に
所
得
状
況
届
出
の
月
で
す
。
11
月
分
以
降
の
手
当
の
受
給
要
件
を
確
認
す
る

た
め
、
通
知
が
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、
必
ず
令
和
２
年
８
月
31
日
㈪
ま
で
に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

●令和２年４月分以降の児童扶養手当額

区　　　分 全額支給される方 一部支給される方

児童１人のとき 月　額  43,160円 月　額 43,150円〜10,180円

児童２人のとき 加算額  10,190円 加算額 10,180円〜  5,100円

児童３人以上のとき 加算額     6,110円 加算額   6,100円〜  3,060円

※所得制限により、全額支給と一部支給があります。

　一部支給は受給者の所得額に応じて、10円きざみで支給額を決定します。

医療費を助成します
　ひとり親家庭の親とその児童を対象に、医

療費の自己負担分を助成しています。

■受給資格者

　離婚、死別等により配偶者のいない方で、

現に18歳に達する日以後の最初の３月31日ま

での間にある児童を監護している方

■支給制限

　請求者及びその扶養義務者等の前年の所得

が限度額以上ある場合は、その年度（12月から

翌年の11月まで）は助成を受けることができ

ません。所得限度額は児童扶養手当の限度額

と同じです。

※現在、受給対象となっている方には、児童

扶養手当の現況届と一緒に12月以降の助成に

かかる申請書をお送りしていますので、８月

31日㈪までに提出してください。

問子育て世代包括支援センターすまいる

　（社会福祉課内）　☎63-4823（内線163）

里親募集説明会を開催します
　里親とは、さまざまな事情により家庭で暮らすことができない子ども

を家族の一員として迎え、あたたかな家庭で愛情を持って養育してくだ

さる方のことです。資格や経験は必要ありません。養育をお願いする期

間も数日間から数年間までさまざまです。

　県では、広く里親を募集しています。次の日程で里親

募集説明会を開催しますので、関心のある方は、ぜひ説

明会にお越しください。

日時　８月25日㈫　午前10時～12時

会場　竹田市役所本庁舎３階　第５会議室

問大分県中央児童相談所（里親担当）  ☎097-544-2016

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
受
け
た
子
育
て
世
帯
を
支
援

す
る
取
り
組
み
と
し
て
、「
子
育
て

世
代
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
」が
あ

り
ま
す
。

　

本
市
に
お
住
ま
い
の
公
務
員
で
支

給
対
象
と
な
っ
て
い
る
方
は
、
９
月

30
日
㈬
ま
で
が
申
請
期
間
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

各
所
属
庁
に
お
い
て
証
明
を
受
け

た
後
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー（
社
会
福
祉
課
内
）で
申
請
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
受
付
後
、
随
時
支
払
い
を
行
う
予

定
で
す
。

問
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

す
ま
い
る（
社
会
福
祉
課
内
）

☎
63
―

４
８
２
３

公
務
員
の
方
へ

忘
れ
ず
に
申
請
手
続
き
を
！

「これって虐待？」と思ったら……

☎１
い ち

８
は や

９
く

 へ
児童虐待専用のフリーダイヤル

（児童相談所全国共通ダイヤル）

お子さんに関する相談がありましたら、子育て世代包

括支援センターすまいる（☎ 63-4823）へ。 ※予約制

毎月第１火曜日は

“子育て相談日”
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お問い合わせ　子育て世代包括支援センターすまいる（社会福祉課内）　☎63-4823

申
請
方
法
等

〇フローチャートの基本給付１または基本給付２(1)に該当する方
　→　現況届の案内文書と一緒に申請方法をお知らせします。

〇フローチャートの基本給付２(2)または基本給付３に該当する方
　→　子育て世代包括支援センター「すまいる」の窓口へご相談ください。

※申請方法については、竹田市公式ホームページにも掲載しています。また、申請書類
　についてもホームページからダウンロードできます。

■基本給付１：児童扶養手当受給者

■基本給付２（１）：公的年金給付等受給者（児童扶養手当

の認定あり）

■基本給付２（２）：公的年金給付等受給者（児童扶養手当

の認定なし）

■基本給付３：家計急変者

給付額：１世帯５万円、第２子以降１人につき３万円

■基本給付１、基本給付２（１）及び基本給付２（２）に該

当する方のうち、新型コロナウイルスの影響を受けて

家計が急変し、収入が大きく減少しているとの申出が

あった方

※追加給付に関しては、すべて申請が必要です。

給付額：１世帯５万円

基本給付　支給対象者 追加給付　支給対象者

臨時特別給付金を支給しますひとり親世帯に

新型コロナウイルス感染症の影響を受けているひとり親世帯の子育て支援を行うため、臨時特別給付金を支

給します。

①児童扶養手当受給資格者として認定を受けている方等

　※現況届案内通知を送付の際に申請方法等の詳細をお知らせします。

②児童扶養手当受給資格者として認定を受けていない方も、給付金の対象になる場合があります。

　次のフローチャートにより、ご確認ください。

支給対象

となる方

支給要件確認フローチャート

基本給付
１

基本給付
２（１）

基本給付
２（２）

基本給付
３

追加給付

追加給付

追加給付

＋

＋

給付金不支給
給付金不支給

※１：公的年金給付等受給者（児童扶養手当の認定なし）で、児童扶養手当の認定を受けた場合、公的年金等受給により児童扶養手当の全部
　　　または一部が支給停止となることが想定される方

申請必要

申請必要

申請必要なし

申請必要

申請必要

※１

申請期限

令和３年
２月26日㈮

ここから確認

令和２年６月分児童

扶養手当の受給資格

者（法第４条）か

申請時点で児童扶養

手当の受給資格者

（法第４条）か

新型コロナウイルスの影響を受け

家計が急変し、急変後１年間の収

入見込みが支給制限限度額未満か

令和２年６月分児童扶
養手当を受給している
か（全部支給または一
部支給）

公的年金等受給により
全部支給停止（法第13
条の２）となっている
か

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえいいえ

はい

はい

はい はい

はい

はい

いいえ

公的年金等受給により
全部又は一部支給停止
（法第13条の２）とな
ることが想定されるか

はい

平成30年の収入が支

給制限限度額未満か

（法第９条～第11条）

申請の要否
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７
月
８
日
、
里
見
奨
学
会（
里
見

多か
ず

一い
ち

理
事
長
）よ
り
、
市
内
の
小
中

高
等
学
校
に
対
し
て
、
1
校
あ
た
り

10
万
円
の
図
書
購
入
助
成
金
の
贈
呈

式
が
本
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

里
見
奨
学
会
は
、
返
還
義
務
の
な

い
給
付
型
の
奨
学
金
制
度
に
よ
っ
て
、

経
済
的
な
理
由
か
ら
修
業
が
困
難
な

若
者
へ
の
学
業
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
創
立
者
の
里
見
雄
二
氏
は
、
旧

制
竹
田
中
学
校
の
卒
業
者
で
す
。
ふ

る
さ
と
竹
田
の
人
材
育
成
と
教
育
の

振
興
の
た
め
に
設
立
さ
れ
、
こ
れ
ま

で
に
多
く
の
大
学
生
や
高
校
生
に
奨

学
金
を
給
付
し
て
き
ま
し
た
。

　

常
務
理
事
の
田
部
修
士
さ
ん
は

「
郷
土
の
歴
史
や
倫
理
な
ど
、
教
育

の
本
は
も
ち
ろ
ん
、
子
ど
も
た
ち
の

興
味
の
あ
る
本
を
そ
ろ
え
、
役
立
て

て
ほ
し
い
」と
話
し
て
い
ま
す
。

　

各
学
校
で
は
、「
里
見
文
庫
」と
し

て
、
寄
附
金
で
購
入
し
た
本
を
管
理

し
、
市
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
豊
肥
本
線
全
線
開
通
に
伴
い
、

記
念
式
典
と
同
時
に
、
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。

　

し
ら
ゆ
り
子
ど
も
太
鼓
に
よ
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
ほ
か
、
餅
撒
き
や

風
船
飛
ば
し
も
行
わ
れ
ま
す
。

　

商
店
街
の
提
供
に
よ
る
く
じ
引
き

や
、ミ
ニ
ト
レ
イ
ン
の
運
行
、ス
イ
ー

ト
コ
ー
ン
の
屋
台
な
ど
、
子
ど
も
た

ち
も
楽
し
め
る
企
画
を
用
意
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
家
族
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

市内各校に10万円寄附／「野菜もりもりメニュー」提供店募集 ほか

　

コ
ロ
ナ
禍
を
吹
き
飛
ば
そ
う
と
工

夫
を
さ
れ
て
い
る
飲
食
関
係
者
の
皆

さ
ん
！
あ
な
た
の
お
店
で
、
美
味

し
く
免
疫
力
を
高
め
ら
れ
る
野
菜

た
っ
ぷ
り
料
理
が
食
べ
ら
れ
る
こ
と

を
、
み
ん
な
で
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

と
な
っ
て
Ｐ
Ｒ
し
ま
せ
ん
か
？

「
野
菜
も
り
も
り
メ
ニ
ュ
ー
」

と
は
？

【
生
涯
健
康
の
た
め
の
目
標
】

　

野
菜
１
日
３
５
０
ｇ
以
上
摂
取
に

つ
な
が
る
よ
う
な
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

① 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
負
け
な

い
！  

免
疫
力
を
高
め
る
料
理

② 

た
っ
ぷ
り
食
べ
て
も
太
ら
な

い
！  

ヘ
ル
シ
ー
な
料
理

③ 

竹
田
の
美
味
し
い
野
菜
活
用
！    

彩
り
よ
く
見
映
え
す
る
料
理

管
理
栄
養
士
が
お
手
伝
い

１
．
ま
ず
は
電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

２
．
お
店
に
今
あ
る
メ
ニ
ュ
ー
を
活

用
し
て
、
健
康
的
な
組
み
合
わ
せ
を

一
緒
に
検
討
し
ま
す
。

（
栄
養
計
算
・
表
示
・
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
ま
す
）

３
．
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
等
で
宣
伝
し
ま
す
。

（
野
菜
も
り
も
り
メ
ニ
ュ
ー
の
ロ
ゴ

マ
ー
ク
を
使
っ
た
シ
ー
ル
や
の
ぼ
り

を
差
し
上
げ
ま
す
）

※
今
年
度
は
10
店
舗
を
募
集
し
ま
す
。

各
店
舗
に
少
額
で
す
が
委
託
料
を
お

支
払
い
し
ま
す
。

　

竹
田
の
お
店
も
、
お
客
も
、
生
産

者
も
三
方
よ
し
♪
で
、
味ミ
（
魅
）力

リ
ョ
ク

的

な
地
域
を
み
ん
な
で
作
り
ま
し
ょ

う
！

問
保
険
健
康
課　

☎
63
―

４
８
１
０

「野菜もりもりメニュー」
提供店を募集しています

↑野菜もりもりメニュー提供店「のぼり」

↑吉野教育長に目録を手渡す田部常
務理事（右）

阿蘇山を背景に走る 「あそぼーい！」

里
見
奨
学
会 

図
書
購
入
費
と
し
て

市
内
各
校
に
10
万
円
寄
附

当日スケジュール

10：30～　式典開始

10：57～　餅撒き・風船飛ばし

11：16　　特急あそぼーい！到着

11：30　　ミニトレイン運行開始

　　　　　くじ引きイベント

13：00　　終了　 （以上　予定）

Ｊ
Ｒ
豊
肥
本
線
の
全
線
開
通
を
記
念
し
て

イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
ま
す
！

8／8㈯
豊後竹田駅
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ふらっと気楽に！“ふら×きら”コンサートvol.19
音楽で楽しむ美味しいアジア
～元バンコク交響楽団チェロ奏者・中川幸尚を迎えて～
　アジアのクラシック音楽シーンで活躍する演奏家２人によるお話と、間近で見ること
の少ないチェロとコントラバスの二重奏を通して
アジアと低音楽器の魅力をお伝えします。
　ベトナム食品のマルシェも同時開催予定。
日　時　８月23日㈰　12:15開演
会　場　市民ラウンジ
入場料　無料
出　演　中川幸尚（チェロ）、森田良平（コントラバス）

８月８日10:00～チケット発売

竹田版「マダム・バタフライ」プロジェクト

ソプラノ中嶋彰子　レクチャーコンサート　
マダム・バタフライを聴いてみよう！ 
　ウィーン・フォルクス・オーパーの歌姫が廉太郎ホールに登場！
　中嶋彰子の語りと歌声でお届けするオペラ入門編です。
日　時　10月３日㈯　開場13:30／ 開演14:00
会　場　廉太郎ホール
入場料　一般1,500円／１ドリンク付（全席指定）、高校生以下入場無料（要入場整理券）
出　演　中嶋彰子（ソプラノ）、古賀美代子（ピアノ）
共　催　大分県、（公財）三井住友海上文化財団
※未就学児入場不可。有料託児サービス有（９／25㈮申込締切）

『業界のプロ』から学べるチャンス！

文化ボランティア講座「フロントスタッフ研修」　
  「劇場の顔」としてお客様を迎えるフロントスタッフに必要な、接遇の基礎から実務ま
でを集中して学べる２日間です。「接客マナーを学びたい」 「自分磨きをしてみたい」など、
初めての方もお気軽にお申し込みください。
日　時　８月９日㈰座学編／10日(月・祝)実践編
　　　　※両日ともに10:00〜17:00
会　場　９日 城下町交流プラザ／10日 グランツたけた
講　師　星乃もと子（シアターマネージメントプラン代表）
参加料　無料（１日目のみ単独受講可）

チケット発売中

グランツたけた情報

ホールも！ ピアノも！ 独り占め！ 参加者募集

　グランツたけたが誇る音楽ホール、「廉太郎ホール」の音の響きを体感してみま
せんか!?　音響反射板を設置したホールで、スタインウェイピアノの演奏をした
り、ほかの楽器とセッションしたり、プロフィール写真の撮影や動画配信などで
の利用もOK !　どなたでもお気軽にご利用ください!!
日　時　８月22日㈯　11:00〜19:00（８組）
　　　　　　23日㈰　10:00〜17:00（７組）
会　場　廉太郎ホール
参加料　１区分（50分間）あたり、1,000円（ピアノ使用料含む）
　　　 　※１組あたりの使用は、２区分まで（連続してもOK）
ご注意　事前のピアノ調律・調整は行いません。
　　　　１組あたりの人数は、６名までとします。
　　　　楽器の持ち込み等は自由です。
　　　　中学生以下の場合は、保護者が同伴してください。
　　　　ピアノ教室としての使用はできません。
※お電話にてお申し込みください。

新型コロナウイルス感染拡大防止について
　全国公立文化施設協会のガイドラインに沿っ
て、新型コロナウイルスに配慮し公演を実施し
ます。ご来場の際は、咳エチケット、マスク着用、
手洗い・手指消毒の徹底をお願いします。咳・
咽頭痛等症状がある方、熱のある方のご来場は
ご遠慮ください。

チケット取り扱い
グランツたけた窓口またはライブポケットにて
※料金はすべて消費税込
※窓口は9:00〜19:00（休館日を除く）
※３歳未満・未就学児入場不可公演は有料託児

サービス有（要事前申込）

お問い合わせ

グランツたけた　☎63-4837
ホームページ　http://www.taketa-city.com/glanz/

■■■　イベント情報　■■■
別府アルゲリッチ音楽祭応援企画

朝来桂一ヴァイオリン・リサイタル
＆別府アルゲリッチ音楽祭フィルム
コンサート
日　時　９月13日㈰
　　　　開場12:30／ 開演13:00
会　場　キナーレ
入場料　無料（要事前申込）
出　演　朝来桂一（ヴァイオリン）
　　　　小町美佳（ピアノ）

イベント中止情報 ―

◯８月21日㈮に予定しておりました「渡邉
弘樹レクチャーコンサート 〜知りたい！
プッチーニの魅力〜」並びに22日㈯「渡邉
弘樹 久住高原に歌う」は、新型コロナウ
イルスの影響により来日が困難となり中
止といたします。

○11月７日㈯・８日㈰に予定しておりま
した「コロ・フェスタ2020 in たけた」は、
新型コロナウイルス感染症が拡大してい
る状況を鑑み、2021年11月に延期するこ
ととなりました。

　新しい内容が決まり次第、改めてご案内
いたします。

０歳から
入場可

グランツファミリー企画

よしとの紙芝居
　絵本作家「よしと」が紙芝
居の常識を破って独自に創
り上げた新感覚紙芝居！
　お話、イラスト、音楽、演出まで！全てよしと
自身が手がけている完全オリジナル作品。歌って
踊れる紙芝居で『みんなでほらハッピース！』
日　時　８月30日（日）
　　　　①11:00／②14:00
会　場　キナーレ
入場料　一般1,500円、高校生以下500円、３歳以

下入場無料（ベビーカー要問い合わせ）

３つのジャズナイトvol.1

 jajaジャズライブ
　“３つのジャズナイト” 第一弾は秋山幸男（ソプラ
ノサックス）率いる「jaja」の登場！軽快なトーク
と共にJazzの世界へ……。
日　時　９月21日（月・祝）18:00開場／18:30開演
会　場　キナーレ
入場料　前売2,000円
　　　　当日2,500円
　　　　１ドリンク付
　　　　（全席自由）
　　　　小学生以下無料
※有料託児サービス有（９／15㈫ 申込締切）

中嶋彰子

中川幸尚 森田良平
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９月上旬の主な予定
１日㈫　・おはなしひろば 10:30-11:00（竹田市立図書館）
　　　　・健幸運動教室 13:30-14:30（竹田市直入B&G海洋センター体育館）
　　　　　☎75-3456（竹田市総合インストラクター協会）
　　　　・こころの健康相談 13:30-15:30（直入支所）※要予約（前日の午前中まで）

☎63-3346（竹田市心の相談支援事業所）
２日㈬　・陽目の里「名水茶屋」休業日
３日㈭　・竹田温泉「花水月」休館日
４日㈮　・健幸運動教室 13:30-14:30（竹田市総合社会福祉センター）☎75-3456

（竹田市総合インストラクター協会）
５日㈯　・大分公証人合同役場 出張無料相談会 9:00-11:00（竹田市総合社会福祉

センター）※予約制 ☎097-535-0888（大分公証人合同役場）

1
・大分公証人合同役場 出張無料
　相談会 9:00-11:00（竹田市総合

社会福祉センター）※予約制 
☎097-535-0888（大分公証人
合同役場）

6 7 8
・竹田温泉「花水月」休館日
・地区巡回健診 8:00-10:00受付
　（竹田市総合社会福祉センター）
　☎63-4810（保険健康課）
・第９回竹田市農業委員会総会
　10:00〜（市役所本庁舎２階庁議室）

・ 健幸運動教室 13:30-14:30（竹
田市総合社会福祉センター）
☎75-3456（竹田市総合インス
トラクター協会）

13 14 15

20 21 22
・竹田温泉「花水月」休館日
・令和２年度甲種防火管理新規

講習 9:00-16:30（グランツた
けた）☎03-3591-7121

　（（一財）日本防火・防災協会）
・こころの健康相談 13:30-15:30

（荻支所）※要予約（前日の午
前中まで） ☎63-3346（竹田市
心の相談支援事業所）

・健幸運動教室  13:30-14:30（竹
田市直入B&G海洋センター体
育館）☎75-3456（竹田市総合
インストラクター協会）

27 28 29
・竹田温泉「花水月」休館日
・大分県交通事故巡回相談 10:00-15:00

（大分県豊肥振興局）※要予約
　☎63-1171（豊肥振興局）
・５歳児健診 13:00〜受付（竹田市総合

社会福祉センター）
・こころの健康相談 13:30-15:30（久住保

健センター）※要予約（前日の午前中ま
で）☎63-3346（竹田市心の相談支援事
業所）

・精神保健相談 14:00-16:00（大分県豊肥
保健所）※要予約 ☎0974-22-0162（豊
肥保健所）

・健幸運動教室 13:30-14:30（竹
田市直入B&G海洋センター体
育館）☎75-3456（竹田市総合
インストラクター協会）

・よしととおばけをつくろう！
ワークショップ 10:00〜 （グ
ランツたけた創作広間）

全国一斉「子どもの人権110番」強化週間
　ひとりで悩まず、ぜひお話を聞かせてください。秘密は守ります。
日　　時　８月28日㈮〜９月３日㈭　平日は午前８時30分〜午後７時、土日は午前10時〜午後５時
電話番号　相談専用電話「子どもの人権110番」 ☎0120-007-110（全国共通・無料）
　　　　　※IP電話からは接続できません。IP電話の方は、☎097-532-3368(法務局人権擁護課）をご利用ください。

相談内容　学校における「いじめ」や体罰，児童虐待など、子どもの人権問題に関すること全般
担 当 者　人権擁護委員・法務局職員
※大分地方法務局では、相談専用電話「子どもの人権110番」にて常時相談に応じておりますので、
　お気軽にご相談ください。
問大分地方法務局人権擁護課　☎097-532-3368

■
８月

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
観
点
か
ら
、
行
事
が
中
止
・
延
期
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

よりそいカフェ

【竹田】
・６日・20日㈭ 13:00-15:00

　みんなのいえカラフル

【 荻 】
・４日・25日㈫ 10:00-12:00

　荻「しらみず」

【久住】
・５日・26日㈬ 13:00-15:00

　白丹温泉

【直入】
・21日・28日㈮ 10:00-12:00

　直入「ゆのはな」

【竹田北部「双城」】
・６日・20日㈭ 10:00-12:00

　くらサポ双城

【竹田南部「あけぼの」】
・５日㈬ 10:00-12:00　

　入田分館

・19日㈬ 10:00-12:00　

　宮砥分館

・25日㈫ 10:00-12:00　

　あ祖母学舎

８月地区巡回健診

月　日 場　　　　所

８月４日㈫ 城原小学校

８月５日㈬ 竹田市総合社会福祉
センター

８月６日㈭ 竹田市総合社会福祉
センター

８月17日㈪ 白丹公民館

８月23日㈰ 久住保健センター

８月30日㈰ 竹田市総合社会福祉
センター

※受付時間はいずれも午前８時～
10時

※受診の際は、マスク着用をお願
いします。

問保険健康課
　☎63-1111（内線175）

ヘルスサポーター
養成講座追加募集

　子どもから高齢者まで幅

広い世代の方に食育や健康

づくりの活動を地域で広め

ませんか？

対象　市内在住の方（年齢・

性別不問）

追加募集人員　５人

内容　健康学習会及び調理

実習

場所　社会福祉センター 会

議室・調理室

参加費　無料（託児可能）

参加申込　８月28日㈮まで

準備する物　筆記用具、エ

プロン、三角巾、手拭きタ

オル、マスク

その他　今年度はコロナ

ウィルス感染対策を行って

の実施予定です。

　詳しくはお問い合わせく

ださい。

問保険健康課  ☎63-4810

自死遺族のつどい
　ご遺族の心のケアを目的と

したつどいを開催します。

対象　大切な方を自死で亡く

されたご遺族

日時　９月３日㈭　午後２時

〜４時

場所　大分県こころとからだ

の相談支援センター（大分市

大字玉沢908）

参加費　無料（要事前申込）

申込締切　８月27日㈭

・問大分県こころとからだ
の相談支援センター  

☎097-541-6290

生涯学習課からのお知らせ
　毎年８月に直入公民館で開催していました「子ども祭りinなおい
り」は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止とさせてい
ただきます。　　　　　　　　　 子ども祭りinなおいり実行委員会

　毎年８月に直入総合運動公園グラウンド及び直入B&G海洋セン
ター体育館で開催していました「なおいりスポーツ大会」は、新型コ
ロナウイルス感染拡大防止のため、中止とさせていただきます。

直入地域体育協会

TAOの夏フェス2020 〜23日 9:40開場   14:30開演（TAOの里）
※11日㈫・18日㈫は休演日  http://www.drum-tao.com/tao-fes/
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■たけたんカレンダー

農業委員会事務局農地係からのお知らせ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 農地に係る各種申請受付の締め切りは、毎月20日です。
（20日が土日の場合は翌開庁日が締切日となります）  問農業委員会事務局　☎63-4815

日 SUN 月 MON 火 TUE 水 WED

2 3 4 5
・荻の里温泉休館日
・グランツたけた休館日

・地区巡回健診  8:00-10:00受付（城原小

学校）☎63-4810（保健健康課）

・おはなしひろば 10:30-11:00（竹田市立

図書館）

・こころの健康相談 13:30-15:30（直入

支所）※要予約（前日の午前中まで）

　☎63-3346（竹田市心の相談支援事業所）

・健幸運動教室 13:30-14:30（竹田市直入

B&G海洋センター体育館）☎75-3456

（竹田市総合インストラクター協会）

・地区巡回健診  8:00-10:00受付
　（ 竹 田 市 総 合 社 会 福 祉 セ ン

タ ー）☎63-4810（ 保 険 健 康
課）

9 10 山の日 11 12
・グランツたけた フロントス

タッフ研修（座学） 10:00〜（城
下町交流プラザ）

・グランツたけた フロントス
タッフ研修（実践） 10:00〜（廉
太郎ホール）

・グランツたけた休館日
・おはなしひろば 10:30-11:00

（竹田市立図書館）
・健幸運動教室 13:30-14:30（竹

田市直入B&G海洋センター体
育館）☎75-3456（竹田市総合
インストラクター協会）

16 17 18 19
・グランツたけた休館日
・荻の里温泉休館日
・地区巡回健診 8:00-10:00受付

（白丹公民館）☎76-1111（久住
支所）

・豊肥家畜市場〔子牛〕 9:30〜
せり開始（豊後豊肥家畜市場）

 ・おはなしひろば 10:30-11:00
（竹田市立図書館）

・健幸運動教室 13:30-14:30（竹
田市直入B&G海洋センター体
育館）☎75-3456（竹田市総合
インストラクター協会）

・長湯温泉療養文化館「御前湯」休館日
・長湯おんせん市場休業日
・第41回トマト愛の定期便出発式 9:00〜（荻

野菜出荷場）
・令和２年度甲種防火管理新規講習 9:00-16:30

（グランツたけた） ☎03-3591-7121
　（（一財）日本防火・防災協会）
・年金相談［完全予約制］ 10:00-15:00（竹田市高

齢者いきいき交流センター）
　☎097-552-1211（日本年金機構大分年金事

務所）
・大分県行政書士会無料相談会 13:00-16:00

（大分県行政書士会〔大分市〕）
　☎097-537-7089（大分県行政書士会事務局）

23 24 25 26
・地区巡回健診 8:00-10:00受付

（久住保健センター）
　☎76-1111（久住支所）
・郷土の自然に親しみ植物を観

察する会「瀬の本～筋湯温泉
間」 8:00までに市役所駐車場
集合 ※参加費1000円（各自弁
当持参） ☎62-4100（竹田創生
館）

・グランツたけた休館日 ・岡の里歴史講座「歴史の道」 9:00〜岡城駐車
場集合 ※参加費1000円

・豊肥家畜市場〔成牛〕 9:30〜せり開始（豊後豊
肥家畜市場）

・里親募集説明会 10:00-12:00（市役所本庁３
階第５会議室）

・おはなしひろば 10:30-11:00（竹田市立図書
館）

・こころの健康相談 13:30-15:30（竹田市総合
社会福祉センター）※要予約（前日の午前中
まで）☎63-3346（竹田市心の相談支援事業
所）

・健幸運動教室 13:30-14:30（竹田市直入B&G海
洋センター体育館）☎75-3456（竹田市総合イ
ンストラクター協会）

30 31 ご存じですか？ 行政相談委員
　行政相談委員への相談は無料で、相談内容などの秘密は
堅く守られます。
○本市担当の行政相談委員
　〔竹田〕阿南　茂　☎67-2608　〔　荻　〕佐藤孝幸　☎68-3510
　〔久住〕本郷俊一　☎76-1304　〔直入〕児玉龍明　☎75-2426
問総務課行政係　☎63-4800
　総務省大分行政監視行政相談センター「きくみみ大分」
　☎097-533-1100

・地区巡回健診 8:00-10:00受付
　（竹田市総合社会福祉センター）

☎63-4810（保険健康課）
・よしとの紙芝居　午前の部

11:00〜／午後の部14:00〜　
（グランツたけた　キナーレ）

・グランツたけた休館日
・〔納期限〕市県民税（２期）、国

民健康保険税（５期）、介護保
険料・後期高齢者医療保険料

（２期）

月間・その他

・北方領土返還運動全国強調
月間

・食品衛生月間
・電気使用安全月間
・水の週間（８／１〜７）
・自然に親しむ運動
　（〜８／20）
・道路防災週間（８／25〜31）

荻の里温泉からの
お知らせ

８月13日㈭・14日㈮・
15日 ㈯ は 温 泉、 レ ス
トランともに営業しま
す。

納税についてご相談ください

　新型コロナウイルス感染症の影響、災害や病気、失業などにより、

納税が困難な事情がある場合は、収入などの財産収支状況がわか

る資料を準備していただき、税務課特別収納推進室（☎63-1111 内

線193・194・195）へご相談ください。

　市では住みよい地域づくりに向け、適正かつ公平な納税、安定

的な税収の確保のため取り組んでいきます。皆さまのご理解とご

協力をお願いします。
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竹田市役所　☎0974-63-1111（代表）
　荻 支 所　☎0974-68-2211（代表）
　久住支所　☎0974-76-1111（代表）
　直入支所　☎0974-75-2211（代表）
◎竹田市公式ホームページ
　https://www.city.taketa.oita.jp/

たけたんインフォ

8 月の
年
　
金

国
民
年
金
を

増
や
し
ま
せ
ん
か
？

年
金
の「
未
納
・
未
加
入
・
免
除
」期

間
が
あ
る
60
歳
以
上
の
方
へ【
任
意

加
入
制
度
】

　

や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
国
民

年
金
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
か
っ
た

期
間
や
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い

な
か
っ
た
期
間
が
あ
る
と
、
そ
の
期

間
に
応
じ
て
年
金
額
が
少
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
国
民
年
金
に
は
、

本
人
の
申
し
出
に
よ
り「
60
歳
以
上

65
歳
未
満
」の
５
年
間（
納
付
月
数
４

８
０
月
ま
で
）国
民
年
金
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
で
、
65
歳
か
ら
受
け
取

る
老
齢
基
礎
年
金
を
増
や
す
こ
と
が

で
き
る「
任
意
加
入
制
度
」が
あ
り
ま

す
。

　

ご
利
用
い
た
だ
け
る
方
は
次
の
①

～
④
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
で
す
。

①
日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
60
歳

以
上
65
歳
未
満
の
方（
年
金
の
受
給

資
格
期
間
10
年
を
満
た
し
て
い
な
い

場
合
は
70
歳
未
満
の
方
ま
で
）

②
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
支
給
を

受
け
て
い
な
い
方

③
20
歳
以
上
60
歳
未
満
ま
で
の
保
険

料
の
納
付
月
数
が
４
８
０
月（
40
年
）

未
満
の
方

④
現
在
、
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し

て
い
な
い
方

※
詳
し
く
は
年
金
事
務
所
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
本
年
金
機
構
大
分
年
金
事
務
所

☎
０
９
７
―

５
５
２
―

１
２
１
１

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
か
ら
の
お
知
ら
せ

後
発
医
薬
品
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
）
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

先
発
医
薬
品（
新
薬
）は
開
発
に
長

い
年
月
と
莫
大
な
費
用
が
か
か
り
ま

す
。
そ
の
た
め
一
定
の
期
間
、
特
許

で
守
ら
れ
て
お
り
、
値
段
が
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、

先
発
医
薬
品
と
同
一
の
有
効
成
分
、

同
等
の
効
能
・
効
果
を
も
つ
医
薬
品

で
す
が
、
そ
の
特
許
が
切
れ
た
後
に

発
売
さ
れ
る
た
め
先
発
医
薬
品
に
比

べ
て
低
価
格
で
購
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

先
発
医
薬
品
よ
り
安
価
で
経
済
的

　

患
者
さ
ん
の
自
己
負
担
の
軽
減
、

医
療
保
険
財
政
の
改
善
に
つ
な
が
り

ま
す
。

効
果
や
安
全
性
は
先
発
医
薬
品
と
同

等
　

国
で
は
、
後
発
医
薬
品
が
先
発
医

薬
品
と
同
レ
ベ
ル
の
品
質
・
有
効

性
・
安
全
性
を
有
す
る
か
ど
う
か
に

つ
い
て
厳
し
い
基
準
で
審
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
受
診
の
際
に
医
師
や
薬
剤

師
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
直
接
言
い

づ
ら
い
方
は
、
保
険
健
康
課
窓
口

に
設
置
、
ま
た
は
７
月
に
送
付
し
ま

し
た
新
し
い
被
保
険
者
証
に
同
封
の

「
後
期
高
齢
者
医
療
の
し
お
り
」に
掲

載
し
て
お
り
ま
す「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
」を
医
師
ま
た

は
薬
剤
師
へ
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

訪
問
健
康
相
談
・
訪
問
栄
養

相
談
・
歯
科
口
腔
相
談
の
実

施
に
つ
い
て

　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で
は
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
被
保
険
者
の

方
に
訪
問
健
康
相
談
及
び
訪
問
栄
養

相
談
並
び
に
歯
科
口
腔
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

健
康
相
談
員
と
し
て
保
健
師
・
看

護
師
・
管
理
栄
養
士
・
言
語
聴
覚
士

の
い
ず
れ
か
が
ご
自
宅
を
訪
問
し
、

健
康
管
理
や
日
常
生
活
で
の
改
善
点

な
ど
、
個
々
の
状
況
に
あ
っ
た
ア
ド

バ
イ
ス
や
ご
相
談
を
行
う
も
の
で
す
。

対
象
者
に
は
ご
案
内
を
送
付
し
た
う

え
で
、
訪
問
日
時
を
調
整
す
る
た
め

の
ご
連
絡
を
い
た
し
ま
す
。

対
象
者

訪
問
健
康
相
談　

県
内
５
０
０
人
程

公営住宅の入居者を募集します

１．公営住宅（８戸）

地域 住　宅　名 戸数 備　　考

竹田
玉来第１団地 １ 単身可
玉来第２団地 １ 単身可
七里団地　C棟 １ ※１

久住
桐迫住宅 ２ 世帯
田向住宅 １ 単身可
池の口住宅 ２ 世帯１・単身可１

※1　詳しくはセンターへお問い合わせください。

２．特定公共賃貸住宅（５戸）

地域 住　宅　名 戸数 備　　考

竹田

七里団地　E棟 １ 世帯
七里団地　F棟 ３ 単身35歳以下
七里第2団地
Ｂ棟

１ 単身35歳以下

申 込 方 法　住宅管理センター（市役所建設課横）に

備え付けの入居申込書に必要事項を

記入のうえ、提出してください。

※入居資格には所得等の条件があります。また、

詳しい内容についてはお問い合わせください。

募 集 期 間　８月５日㈬〜14日㈮

　　　　　　※土･日･祝日を除く

抽　選　日　８月19日㈬　午前10時〜 （市役所）

入居指定日　10月１日㈭

※次回の募集月は11月です。詳細は大分県住宅供

給公社のホームページをご覧ください。

問住宅管理センター　☎63-4400

住居確保給付金

　やむを得ない事情での休業等による収入の減少

や失業のため、お住まいの家賃の支払いが難しい

方は、住居確保給付金を受給できる場合がありま

す。ご利用いただける方は次の①～③のすべてに

該当する方です。

①離職・廃業した日から２年以内、またはやむを

得ない休業等の状態

②世帯の収入が、単身世帯で104,800円、２人世帯

で147,000円、３人世帯で174,600円以下の方

③預貯金や手持ち金が、単身世帯で46.8万円、２

人世帯で69万円、３人世帯で84万円以下の方

※詳しくはお問い合わせください。

問社会福祉協議会福祉相談支援課　☎63-1544
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度訪
問
栄
養
相
談　

県
内
５
０
０
人
程

度歯
科
口
腔
相
談　

県
内
１
０
０
人
程

度実
施
時
期　

い
ず
れ
も
令
和
３
年
２

月
ま
で（
予
定
）

還
付
金
詐
欺
に
ご
注
意
！

不
審
な
電
話
・
訪
問
に
ご
注

意
く
だ
さ
い

　

全
国
各
地
で
、
還
付
金
詐
欺
が
発

生
し
て
お
り
ま
す
。
厚
生
労
働
省
・

日
本
年
金
機
構
・
市
町
村
・
広
域

連
合
の
職
員
等
を
装
い
、「
年
金
の

払
い
戻
し
が
あ
る
」「
医
療
費
の
戻
り

が
あ
る
」と
い
っ
た
言
葉
で
だ
ま
さ

れ
た
高
齢
者
が
通
帳
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
等
を
取
ら
れ
た
り
、
Ａ
Ｔ
Ｍ

に
誘
導
さ
れ
た
り
し
て
口
座
か
ら
現

金
を
引
き
出
さ
れ
る
な
ど
の
被
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

不
審
な
電
話
・
訪
問
が
あ
っ
た
ら

　

不
審
に
思
わ
れ
た
時
に
は
、
す
ぐ

に
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
ま
た

は
市
保
険
健
康
課
ま
で
ご
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合　

☎
０
９
７
―

５
３
４
―

１
７
７
１

（
代
表
）

保
険
健
康
課
国
保
・
高
齢
者
医
療
係

☎
63
―

１
１
１
１

（
内
線
１
７
７
・
１
７
９
）

補
助
金

住
宅
建
設
に
補
助
金
制
度

　

市
内
へ
の
移
住
定
住
を
促
進
す
る

た
め
、
各
種
補
助
制
度
を
準
備
し
て

い
ま
す
。
補
助
金
を
活
用
し
て
、
竹

田
で
新
し
い
暮
ら
し
を
始
め
ま
せ
ん

か
。

◎
定
住
促
進
住
宅
取
得
事
業
補
助
金

　

45
歳
未
満
の
方
が
住
宅
を
新
築
ま

た
は
新
築
購
入
し
た
場
合
に
50
万
円

を
補
助
。
市
内
に
本
店
ま
た
は
営
業

所
等
を
有
す
る
業
者
で
施
工
す
る
場

合
ま
た
は
購
入
す
る
場
合
は
50
万
円

加
算
し
ま
す
。

◎
民
間
賃
貸
住
宅
建
設
促
進
事
業
補

助
金

　

ア
パ
ー
ト
等
の
新
築
に
係
る
費
用

の
10
分
の
１
を
補
助
。
上
限
額
は

１
棟
に
つ
き
１
千
万
円
で
す
。
な
お
、

１
棟
に
つ
き
４
戸
以
上
の
住
宅
戸
数

を
有
す
る
こ
と
や
面
積
等
の
条
件
が

あ
り
ま
す
。

◎
中
九
州
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
未ゆ

来め

応
援

助
成
金

　

中
九
州
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
宅
地
を

購
入
し
、
住
宅
建
築
を
し
た
方
ま
た

は
建
売
住
宅
及
び
売
建
住
宅
を
購
入

し
た
方
に
費
用
の
２
％
を
助
成
。
上

限
額
は
戸
建
住
宅
で
60
万
円
、
集
合

住
宅
で
３
０
０
万
円
で
す
。

※
必
ず
、
着
手
前
に
事
前
協
議
が
必

要
で
す
。

※
補
助
金
・
助
成
金
に
は
他
に
も
補

助
要
件
や
対
象
期
間
等
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
企
画
情
報
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
企
画
情
報
課

☎
63
―

４
８
０
１   

特
殊
詐
欺
等
の
被
害
防
止
機
能

付
き
電
話
機
等
購
入
補
助
金

　

悪
質
な「
特
殊
詐
欺
等
」の
被
害
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
、
相
手
方
に
警
告

を
発
し
た
り
、
自
動
で
録
音
す
る
機

能
な
ど
が
つ
い
た
電
話
機
等
を
購
入

す
る
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方
を
対

象
に
、
電
話
機
や
機
器
の
購
入
及
び

設
置
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

対
象
者　

次
の
①
～
⑤
の
要
件
を
す

べ
て
満
た
す
方

①
竹
田
市
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ

居
住
し
て
い
る
こ
と

②
申
請
時
に
65
歳
以
上
の
み
の
世
帯

で
あ
る
こ
と

③
過
去
に
県
警
等
か
ら
電
話
機
等
を

貸
与
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
こ
と

④
暴
力
団
員
等
で
な
い
こ
と

⑤
同
一
世
帯
に
属
す
る
者
に
市
税
の

滞
納
が
な
い
こ
と

対
象
と
な
る
電
話
機
等

　

次
の
①
～
②
の
要
件
を
す
べ
て
満

た
す
電
話
機
等

①
補
助
の
対
象
と
な
る
方
が
購
入
し
、

居
住
す
る
住
居
に
設
置
し
た
も
の

②
次
の
い
ず
れ
か
の
機
能
を
有
す
る

電
話
機
等

ア　

着
信
の
相
手
方
に
警
告
音
声
を

発
し
、
か
つ
通
話
中
に
そ
の
内
容
を

自
動
で
録
音
す
る
機
能

イ　

被
害
を
起
こ
す
可
能
性
の
あ
る

電
話
番
号
を
自
動
で
判
別
し
て
着
信

を
拒
否
ま
た
は
警
告
表
示
す
る
機
能

※
申
請
日
の
前
１
か
月
以
内
に
購
入

し
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

補
助
金
額　

購
入
及
び
設
置
費
用
の

３
分
の
２
で
、
上
限
１
万
円（
１
０

０
円
未
満
は
切
り
捨
て
）

※
交
付
の
申
請
は
、
１
世
帯
に
つ
き

１
回
に
限
り
ま
す
。

問
総
務
課
防
災
危
機
管
理
室

☎
63
―

４
８
０
０

危
険
空
き
家
・
危
険
ブ
ロ
ッ
ク

塀
の
除
却
費
用
を
補
助 

　

市
で
は
、
老
朽
化
し
た
危
険
な
空

き
家
及
び
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
に
よ

る
被
害
防
止
や
、
災
害
発
生
時
に
避

難
路
を
塞
ぐ
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、

老
朽
危
険
空
き
家
・
危
険
ブ
ロ
ッ
ク

塀
の
除
却
工
事
費
用
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。
補
助
を
受
け
る
た
め
に
は
、

市
へ
事
前
調
査
を
申
し
出
て
、
確
認

（
判
定
）を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
要
件
を
満
た
さ
な
い
場
合
は
、

補
助
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

対
象　

腐
朽
破
損
の
程
度
が
市
の
定

たけたんインフォ
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め
た
基
準
を
超
え
て
い
る
こ
と
、
道

路
の
沿
道
に
あ
る
こ
と
等

要
件　

確
認（
判
定
）を
受
け
る
こ
と
、

市
内
業
者
へ
発
注
す
る
こ
と
等

補
助
額　

危
険
空
き
家
の
場
合
は
、

補
助
対
象
費
用
の
２
分
の
１
以
内

（
最
高
50
万
円
）、
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀

の
場
合
は
、
補
助
対
象
費
用
の
２
分

の
１
以
内（
最
高
10
万
円
）

・

総
務
課
行
政
係

☎
63
―

４
８
０
０

敬
老
会
補
助
金
交
付

　

地
域
社
会
に
貢
献
さ
れ
て
き
た
高

齢
者
の
長
寿
を
祝
い
、
地
域
住
民
と

の
交
流
に
よ
っ
て
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
敬
老
会

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
敬
老
行
事

を
行
う
自
治
会
や
地
区
社
協
等
の
団

体
が
対
象
で
す
。

申
請
期
間　

10
月
30
日
㈮
ま
で

申
請
書
類　

竹
田
地
域
は
各
地
区
分

館
に
、
荻
・
久
住
・
直
入
地
域
は
各

支
所
に
用
意
し
て
い
ま
す

補
助
金
額　

70
歳
以
上
の
方
、
１
人

に
つ
き
上
限
８
０
０
円

・

高
齢
者
福
祉
課

☎
63
―

４
８
０
９

研
修
・
講
習
会

防
災
士
養
成
研
修
開
催

　

大
規
模
な
災
害
が
発
生
す
る
と
、

交
通
網
の
寸
断
や
通
信
障
害
な
ど
で

行
政
や
消
防
、
警
察
な
ど
に
よ
る
救

助
活
動
が
円
滑
に
行
え
な
い
場
合
が

想
定
さ
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
際
に
は
、

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る「
自
助
」と

地
域
や
近
隣
の
人
が
互
い
に
助
け
合

う「
共
助
」、
い
わ
ゆ
る「
地
域
の
防

災
力
」が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
地
域
の
防
災
活
動
の
核

と
な
る
防
災
リ
ー
ダ
ー「
防
災
士
」の

養
成
を
行
い
ま
す
。

　

市
内
在
住
の
方
で
あ
れ
ば
、
教
本

代（
３
５
０
０
円
）、
受
験
料（
３
千

円
）、
登
録
料（
５
千
円
）は
竹
田
市

が
負
担
し
ま
す
。（
本
人
負
担
は
あ
り

ま
せ
ん
）

日
時　

10
月
31
日
㈯
は
午
前
９
時
15

分
～
午
後
５
時

11
月
１
日
㈰
は
午
前
８
時
45
分
～
午

後
５
時
50
分　

※
２
日
間

会
場　

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー

定
員　

18
人（
竹
田
市
）

申
込
方
法　

総
務
課
ま
た
は
各
支
所

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

８
月
31
日
㈪

※
定
員
に
達
し
た
場
合
は
そ
れ
以
前

に
受
付
を
締
め
切
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
次
の
対
応
を
実
施
し
ま

す
。

〇
マ
ス
ク
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
手
指
消
毒
を
用
意
し
受
講
者
全
員

に
直
接
消
毒
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
講
師
及
び
受
講
者
間
の
距
離
を
あ

け
、
３
密（
密
閉
、
密
集
、
密
接
）を

避
け
ま
す
。

〇
会
場
内
の
換
気
を
行
い
ま
す
。　

〇
当
日
受
講
者
の
体
温
測
定
を
行
い

ま
す
。

　

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
者
の
発
生
状
況
等
に
よ
っ
て
は

延
期
ま
た
は
中
止
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課
防
災
危
機
管
理
室　

☎
63
―

４
８
０
０

農
業
担
い
手
簿
記
研
修
会

　

農
業
経
営
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る

こ
と
を
目
的
に
農
業
簿
記
研
修
会
を

竹
田
市
と
豊
後
大
野
市
で
合
同
開
催

し
ま
す
。

日
時　

10
月
６
日
～
12
月
22
日
の
毎

週
火
曜
日（
11
月
第
１
週
の
み
６
日

金
曜
日
、
計
12
回
） 

※
い
ず
れ
も
午

後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

会
場　

豊
後
大
野
市
隣
保
館（
大
野

支
所
隣
り
）、
10
月
13
日
㈫
は
大
野

支
所

対
象　

地
域
農
業
の
担
い
手（
認
定

農
業
者
、
集
落
営
農
組
織
の
リ
ー

ダ
ー
、
女
性
農
業
経
営
士
、
農
業
青

年
、
新
規
就
農
者
）及
び
農
業
委
員

内
容　

複
式
簿
記
の
基
礎
講
習

講
師　

株
式
会
社
ド
リ
サ
ポ　

代
表

取
締
役　

原
田
孝
雄
さ
ん

受
講
料　

テ
キ
ス
ト
代
１
７
０
０
円

定
員　

10
人（
先
着
順
）

申
込
期
限　

９
月
７
日
㈪

問
農
政
課　

☎
63
―

４
８
０
５

令
和
２
年
度

大
分
県
家
畜
商
講
習
会

　

家
畜
取
引
の
公
正
を
確
保
す
る
た

め
、
新
た
に
家
畜
商
に
な
ろ
う
と
す

る
方
が
、
家
畜
取
引
の
業
務
に
必
要

な
知
識
を
習
得
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

９
月
14
日
㈪
、
15
日
㈫

※
２
日
間

会
場　

県
庁
舎
本
館
８
階
82
会
議
室

（
大
分
市
大
手
町
３
―

１
―

１
）

申
込
方
法　

家
畜
商
講
習
会
受
講
申

込
書
及
び
誓
約
書
に
受
講
手
数
料

（
大
分
県
収
入
証
紙
３
３
０
０
円
）を

添
え
て
大
分
県
豊
肥
振
興
局
農
山
村

振
興
部（
２
階
）に
申
し
込
む
こ
と

申
込
期
限　

８
月
21
日
㈮

　

申
込
用
紙
は
大
分
県
の
畜
産
振
興

課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
の
ほ
か
、
豊
肥
振
興
局
農

山
村
振
興
部（
２
階
）に
て
お
渡
し
し

ま
す
。
講
習
会
テ
キ
ス
ト（「
最
新
版  

家
畜
取
引
の
知
識
」は
当
日
受
付
で

斡
旋
し
ま
す（
３
５
０
０
円
程
度
））

を
使
用
。

問
大
分
県
豊
肥
振
興
局
農
山
村
振
興

部　

☎
63
―

１
１
７
２

※問い合わせ先で、市外局番が掲載されていない電話番号はすべて（0974）が市外局番となります。
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今こそ取り組もう！ 環境問題 方
に
は「
旧
優
生
保
護
法
一
時
金
支

給
法
」に
基
づ
き
、
国
か
ら
一
時
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
県
で
は
、
不
妊

手
術
を
受
け
た
方
や
ご
家
族
の
方
か

ら
の
お
問
い
合
わ
せ
に
対
応
す
る
た

め
、
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

受
付
時
間　

平
日
の
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分（
年
末
年
始
、
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
）

相
談
内
容　

旧
優
生
保
護
法
の
不
妊

手
術
に
係
る
ご
本
人
や
ご
家
族
か
ら

の
相
談
、
手
術
を
受
け
た
方
に
対
す

る
一
時
金
の
支
給
な
ど
の
相
談
と
情

報
提
供
ほ
か

相
談
窓
口

☎
０
９
７
―

５
０
６
―

２
７
６
０

FAX
　

０
９
７
―

５
０
６
―

１
７
３
５

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス（
専
用
）

so
d

an
12210@

p
ref.o

ita.jp

※
来
所
に
よ
る
相
談
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
事
前
に
相
談
電
話
で
の
ご

予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
大
分
県
旧
優
生
保
護
相
談
窓
口

（
大
分
県
健
康
づ
く
り
支
援
課
）

☎
０
９
７
―

５
０
６
―

２
６
７
２

たけたんインフォ

ごみを減量して市の財政負担を減らそう
　市で年間に排出されるごみの量
は、6,546トン（令和元年度）です。
そのうち、可燃ごみは5,353トン
で、その中で家庭ごみは3,462ト
ンに上ります。
　この可燃ごみは、大分市の福宗
清掃センターに運ばれ、焼却処分
をしています。運ばれたゴミの量
によって経費が決まり、その額は、
運搬費や施設利用料などを合わせ、
毎年約9,400万円です。
　今回、この清掃センターの老朽
化に伴い、新センターを令和９年
から稼働させる計画を大分市、臼杵市、津久見市、豊後大野市、由布市、竹田市の６市
で進めています。建設費の負担割合は、令和２年度から４年度の３年間に、竹田市が排
出する可燃ごみの量によって決まります。
　今年度の試算では、約12億５千万円の負担金が見込まれており、この負担金の割合を
減らすためにも、私たちが排出する可燃ごみ全体の削減が求められます。

減量化には「３キリ」運動が効果的
　市の財政負担軽減のため、この夏に取り組んでほしいのが、３キリ運動です。これは、

「使いキリ」、「食べキリ」、「水キリ」この３つの「キリ」を行う運動です。
  「使いキリ」　買い物前に冷蔵庫の中身をチェックし、買い物メモを作ってから出かける
と、不要な買い物を控えることができます。野菜などを切る時、できるだけ捨てる部分
を少なくする工夫も大切です。また、冷蔵庫の整理整頓を行うと効率よく冷気が回るので、
電気代の節約にもつながります。
  「食べキリ」　せっかく作った料理を残して捨てるのは、とてももったいないです。食べ
残しが出ないように 、食べる分量を把握して作りましょう。
  「水キリ」　生ごみの重さのうち約８割は水分といわれています。食材はできるだけ濡ら
さずに使い、ごみとして出す前にギュッとひと絞りすることで、生ごみ特有のにおいが
軽減され、重量が減少し、処分にかかるコストが軽くなります。
　３キリ運動でごみの減量化に取り組み、お財布と地球に優しい生活を目指しましょう。
問市民課環境対策室　☎63-4821

消
費
者
行
政

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
の
た
め

に
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
に
相
談
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。「
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
契
約

で
事
業
者
と
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
」

な
ど
、
消
費
生
活
に
関
す
る
消
費
者

と
事
業
者
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
相

談
で
き
ま
す
。
消
費
生
活
相
談
員
が
、

事
業
者
と
の
自
主
交
渉
の
方
法
や
具

体
的
な
解
決
策
な
ど
に
つ
い
て
助
言

し
ま
す
。
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
交
渉

の
手
伝
い
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

相
談
の
際
は
事
前
に
契
約
書
等
の

関
係
書
類
を
手
元
に
用
意
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
な
お
、
寄
せ
ら
れ
た
相

談
情
報
は
、
個
人
を
特
定
で
き
る
情

報
を
除
い
て
統
計
処
理
を
行
っ
た
う

え
で
、
消
費
者
へ
の
注
意
喚
起
や
法

改
正
の
基
礎
資
料
に
使
わ
れ
る
な
ど
、

消
費
者
被
害
の
未
然
防
止
・
拡
大
防

止
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。

問
市
民
課
窓
口（
竹
田
市
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
）　

☎
63
―

４
８
３
４（
平

日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
）

大
分
県
消
費
生
活
・
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ザ（
ア
イ
ネ
ス
）

☎
０
９
７
―

５
３
４
―

０
９
９
９

お
知
ら
せ

知
っ
て
い
ま
す
か
？
建
退
共
制
度

　

建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退
職

金
共
済
法
に
基
づ
き
、
建
設
現
場
労

働
者
の
福
祉
の
増
進
と
建
設
業
を
営

む
中
小
企
業
の
振
興
を
目
的
と
し
て

設
立
さ
れ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々
が

労
働
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛

金
と
な
る
共
済
証
紙
を
共
済
手
帳
に

貼
り
、
そ
の
労
働
者
が
建
設
業
界
で

働
く
こ
と
を
や
め
た
と
き
に
建
退
共

か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
制
度

で
す
。

加
入
で
き
る
事
業
主　

建
設
業
を
営

む
人

対
象
と
な
る
労
働
者　

建
設
業
の
現

場
で
働
く
人

掛
金　

日
額
３
１
０
円

※「
建
退
共
」の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、

建
退
共
制
度
の
詳
し
い
情
報
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

問
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共

済
機
構　

建
設
業
退
職
金
共
済
事
業

本
部
事
業
推
進
課　

☎
０
３
―

６
７
３
１
―

２
８
６
７

「
旧
優
生
保
護
法
相
談
窓
口
」を

設
置
し
て
い
ま
す

　

昭
和
23
年
９
月
11
日
か
ら
平
成
８

年
９
月
25
日
ま
で
の
間
に
優
生
手
術

な
ど
を
受
け
た
方
で
、
該
当
さ
れ
る
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※問い合わせ先で、市外局番が掲載されていない電話番号はすべて（0974）が市外局番となります。

小
型
特
殊
自
動
車
の
標
識
交
付

　

農
耕
用
ト
ラ
ク
タ
ー
や
ホ
イ
ー
ル

ロ
ー
ダ
等
の
小
型
特
殊
車
両
に
は
、

市
が
交
付
す
る
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

を
取
り
付
け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
所
有
し
て
い
る
車
両

に
プ
レ
ー
ト
が
付
い
て
い
な
い
方
は
、

交
付
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
公
道
を
走
ら
な
い
車
両
で
も
、
取

り
付
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

対
象
車
両

①
小
型
特
殊（
農
耕
用
）　

ト
ラ
ク

タ
ー
、
田
植
機
、
コ
ン
バ
イ
ン
等 

（
最

高
速
度
が
時
速
35
キ
ロ
以
下
。
手
で

押
し
て
使
用
す
る
歩
行
型
は
除
く
）

②
小
型
特
殊（
一
般
）　

ホ
イ
ー
ル

ロ
ー
ダ
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
、
シ
ョ

ベ
ル
ロ
ー
ダ
等 

（
車
体
が
長
さ
４
・

７
メ
ー
ト
ル
、
幅
１
・
７
メ
ー
ト
ル
、

高
さ
２
・
８
メ
ー
ト
ル
以
下
で
最
高

速
度
が
時
速
15
キ
ロ
以
下
）

申
請
方
法　

標
識
交
付
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
販
売
・
譲
渡
証

明
書
と
と
も
に
税
務
課
ま
た
は
各
支

所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書

は
各
窓
口
に
備
え
付
け
、
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

　

販
売
・
譲
渡
証
明
書
の
様
式
は
自

由
で
す
。
申
請
書
の
販
売
・
譲
渡
証

明
書
の
欄
に
直
接
記
入
し
て
い
た
だ

い
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

小
型
特
殊
車
両
の
軽
自
動
車
税

　

小
型
特
殊
車
両
は
、
軽
自
動
車
税

が
課
税
さ
れ
ま
す
。

①
小
型
特
殊（
農
耕
用
） 

２
４
０
０

円②
小
型
特
殊（
一
般
） 

５
９
０
０
円

※
納
税
通
知
書
は
毎
年
５
月
10
日
前

後
に
発
送
さ
れ
ま
す
。
納
期
限
は
、

５
月
末
日
で
す
。

問
税
務
課
課
税
係　

☎
63
―

４
８
０
３（
内
線
１
２
６
）

試
　
験

狩
猟
免
許
試
験

◇
網
猟
・
わ
な
猟

　

イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
、
タ
ヌ
キ
等
を

狩
猟
・
捕
獲
す
る
方
は
、
狩
猟
免
許

及
び
捕
獲
許
可
が
必
要
で
す
。
令
和

２
年
度
は
手
数
料
が
無
料
で
す
。

日
時　

９
月
12
日
㈯　

午
前
９
時
～

午
後
５
時

会
場　

大
分
県
竹
田
総
合
庁
舎（
豊

肥
振
興
局
）

申
請
受
付
期
間　

８
月
24
日
㈪
～
９

月
４
日
㈮

◇
狩
猟
免
許
更
新

　

申
請
書
を
提
出
す
る
日
の
前
１
年

以
内
の
期
間
に
、
大
分
県
内
で
有
害

鳥
獣
捕
獲
に
従
事
し
た
方
に
つ
い
て

は
、
令
和
２
年
度
の
手
数
料
が
無
料

に
な
り
ま
す
。

対
象
者　

平
成
29
年
度
に
狩
猟
免
許

を
取
得
し
た
方

更
新
検
査
日
・
場
所

①
９
月
７
日
㈪　

く
じ
ゅ
う
サ
ン

ホ
ー
ル（
久
住
公
民
館
）

②
９
月
９
日
㈬　

豊
後
大
野
市
神
楽

会
館（
清
川
町
）

※
両
日
と
も
午
前
９
時
30
分
～
午
後

５
時

申
請
受
付
期
間　

８
月
３
日
㈪
～
21

日
㈮・

大
分
県
豊
肥
振
興
局
森
林
管

理
班　

☎
63
―

１
１
７
４

初
心
者
狩
猟
講
習
会

　

狩
猟
免
許
の
取
得
を
希
望
す
る
方

は
必
ず
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
わ
な
猟

日
時　

８
月
29
日
㈯　

午
前
10
時
～

午
後
４
時
30
分

会
場　

豊
後
大
野
市
中
央
公
民
館

（
豊
後
大
野
市
三
重
町
市
場
１
２
０

０
）

受
講
内
容　

法
令
・
鳥
獣
・
猟
具
に

関
す
る
知
識
、
実
技

受
講
料　

８
千
円

受
付
期
間　

８
月
11
日
㈫
ま
で

・

竹
田
市
猟
友
会（
竹
田
市
大

字
吉
田
３
３
１
―

１　

東
建
設
㈲
事

務
所
内
）　

☎
62
―

３
４
３
４

募
　
集

公
共
職
業
訓
練  

訓
練
コ
ー
ス

説
明
会
参
加
者
募
集

　

職
業
訓
練
施
設
を
見
学
し
て
、
あ

な
た
に
ぴ
っ
た
り
な
訓
練
コ
ー
ス
を

見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
後
大
野

（
☎
０
９
７
４
―

22
―

８
６
０
９
）ま
で
。

日
時　

８
月
18
日
㈫　

午
前
９
時
30

分
～
午
後
４
時
30
分

会
場　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

参
加
料　

無
料

問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分（
大
分

市
皆
春
１
４
８
３
―

１
）　

☎
０
９
７
―

５
２
９
―

８
６
１
５

大
分
県
警
察
官
Ｂ
募
集

　

大
分
県
警
察
官
Ｂ（
高
校
卒
業
程

度
）を
募
集
し
ま
す
。

受
験
資
格　

平
成
元
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
15
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方
で
、
大
学
卒
業
ま
た
は
卒
業

見
込
み
の
方
を
除
く

申
込
書
配
布
先　

県
内
の
警
察
署
等

申
込
方
法　

８
月
20
日
㈭
ま
で
に
警

察
本
部
警
務
課
に
郵
送
ま
た
は
持
参

も
し
く
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
し

込
み

※
詳
細
は
受
験
案
内
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

第
１
次
試
験
日　

９
月
20
日
㈰

問
大
分
県
警
察
本
部
警
務
課
採
用
・

育
成
企
画
室（
〒
８
７
０
―

８
５
０
２

大
分
市
大
手
町
３
―

１
―

１　

大
分
県

庁
舎
新
館
８
階
）



19 2020年８月発行

安定的な税収確保に向け、
職員を派遣
　公平な納税と安定的な税収の確保に向

け、専門的知識と豊富な経験を備えた県

職員を派遣する「県職員派遣事業」、市税

務職員を相互に併任する「市町村相互併任

事業」が行われています。今年度は、大分

県税事務所特別滞納整理室から８名、豊

後大野市税務課から４名が派遣され、各

代表者への辞令交付式を７月１日市役所

で行いました。「県職員派遣事業」の派遣

期間は12月28日までの30日間です。

  「市町村相互併任事業」については併任期

間が来年３月までで、本市の税務課職員

４名も豊後大野市へ相互併任します。辞

令交付を受けた職員は、本市の徴税吏員

として市職員とともに市税等の徴収に関

する業務や、徴収技術交渉のための研修

などを行い、滞納整理の技術向上と事務

処理の効率化を図っています。

　これらの取り組みの結果、竹田市の市

町村税の徴収率は、平成30年度が95.2％、

令和元年度が96.0％と上昇傾向にありま

す。

差別のない社会のために
　県が実施している「人権に関する
県民意識調査」の結果をグラフで紹
介します。
　まず、「あなたは部落差別問題と
して現在、どのような問題が起きて
いると思いますか」という質問に対
し、46％の方が結婚差別をあげて
います。（複数回答可）

内容 結婚問題 身元調査 差別的言動 就職 ネット差別 差別落書き その他・ない
％ 46.0 28.3 19.2 18.1 10.7 6.0 37.1

　次に、「あなたのお子さんが被差別部落の人と結婚するとした
らどうしますか」という質問に対しては「反対しない」と回答した
人の割合は年を追うごとに増えて40.8％でした。
　そして、「絶対反対する」「反対するがやむを得ない」と回答し
た人の割合は年を追うごとに減少し、合わせて12.4％でした。

被差別部落の
人だというこ
とで反対はし
ない

被差別部落出
身でないほう
がいいが、反
対しない

反対するが、
本人の意思が
強ければやむ
を得ない

絶対に　
反対する

わからない

平成 10 16.0 48.8 18.4 3.6 13.6

平成 20 38.9 23.1 14.8 3.1 20.1

令和  元  40.8 21.0 10.0 2.4 21.7

　部落差別問題を正しく学び、偏見や誤解がなくなることで、被
差別部落の人たちに対する差別は減っていきます。「反対する」と
回答した人の中には「結婚差別は悪いことだが、自分の子どもが
差別されるのではと心配」という親心からという人もいるでしょ
う。ここで親が子どもを信じ祝福することが、差別のない社会
への一歩になるのです。
　部落差別は結婚や就職といった人生の大切な場面で表れてい
ます。「私には関係ない」と無関心にならず、自分の意識が問わ
れる問題として、一人ひとりが正しく判断し、子どもたちにも
伝えていくことが大切です。

64

たけたんインフォ／人権シリーズ  ぬくもり

☎
０
１
２
０
―

２
０
４
―

１
１
０

竹
田
警
察
署　

☎
63
―

２
１
３
１

令
和
２
年
度

大
分
県
技
能
職
員（
農
業
技
術

員
）採
用
選
考

試
験
日　

第
１
次
試
験
は
10
月
18
日

㈰
、
第
２
次
試
験
は
11
月
19
日
㈭

会
場　

大
分
県
庁

受
付
期
間　

８
月
３
日
㈪
～
９
月
４

日
㈮
ま
で

※
受
験
資
格
等
の
詳
細
は
、
県
庁

受
付
等
で
配
布
の
選
考
要
領（
県
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

・

大
分
県
総
務
部
人
事
課
人
事

制
度
班　

☎
０
９
７
―

５
０
６
―

２
３
１
２

大
分
県
奨
学
会
高
等
学
校
等

予
約
奨
学
生
募
集

　

令
和
３
年
４
月
に
高
等
学
校
及
び

高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
高
等
課

程
へ
の
進
学
を
希
望
し
て
い
る
方
を

対
象
に
予
約
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　

９
月
中
旬
ま
で（
在
学

す
る
中
学
校
を
通
じ
て
行
い
ま
す
）

貸
与
期
間　

令
和
３
年
４
月
か
ら
在

学
す
る
学
校
の
正
規
の
標
準
修
業
年

限
の
終
わ
る
月
ま
で

貸
与
額　

月
額
が
選
択
で
き
ま
す
。

（
奨
学
金
は
卒
業
後
返
還
）

（円）

貸与額

  50,000

100,000

※入学時１回のみ

・問（公財）大分県奨学会　☎097-506-5620
URL http://www.d-b.ne.jp/syogaku/

入学支度金

国・公立

私　　立

（月額：円）

私　立

自宅外通学

35,000

27,000

18,000

自宅通学

30,000

23,000

15,000

高等学校等奨学金

国・公立

自宅外通学

23,000

18,000

12,000

自宅通学

18,000

14,000

9,000

↑代表して辞令を交付された、大分県税事務所特別

滞納整理室副主幹宗
そう

星
せい

児
ご

さん（右）と豊後大野市税

務課収納管理係副主任の石川美由紀さん
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令和２年８月  岡の里ふるさとＵターン情報
事業所名 事業所の内容 求人職種 求人数 賃金 備考（資格等）

名水美人ファクトリー
株式会社

水耕栽培による野菜等の生産・加工並
びに販売

製造スタッフ（総合職） 3 15.2～18万円 年齢制限18～39歳

事務員 1 14.1～17万円 パソコン操作

医療法人 健伸会
ケアホーム「五つの実」

介護福祉事業（短期入所生活介護の施
設）

介護職 2 13.7～17.7万円 普通自動車免許

栄養士 1 14.6～18.7万円
管理栄養士・栄養士、普通自動車免許

（ＡＴ限定不可）

正・准看護師 2 13.9～20.3万円
看護師・准看護師のいずれかの免許・
資格所持で可、普通自動車免許

合同会社 とらや
大分県内初、空中ポットレストレーに
て低段密植トマト栽培を行っている

トマト栽培 3 16万円

株式会社 フレイン 食品スーパーマーケット 生鮮担当者、グロサリー担当者 4 17～25万円 普通自動車運転免許（ＡＴ可）

株式会社 翡翠倶楽部
（宿房　翡翠之庄）

旅館業を中心として、他に食事処３店舗
（宿房「翡翠之庄」、料庵「川瀬美」、ラーメ
ン隼）、木工工房・食品加工場等経営

調理師 1 17～22万円 調理経験者

接客係 3 15～20万円

医療法人 雄仁会
（加 藤 病 院・ 岡 の 苑・
和の郷・木もれ陽）

医療及び介護保険業

介護職(介護福祉士） 2 15.5万円 介護福祉士

正看護師 3 21.6～27万円 看護師免許

准看護師 3 17～22.5万円 准看護師免許

社会福祉法人 孝寿福祉
会（美晴が丘・荻の苑）

美晴が丘：特養（従来型・ユニット型）、
短期入所、配食サービス、サ高住「美空
の家」／荻の苑：ユニット型特養、従
来型特養、短期入所

看護職員（美晴が丘） 1 15.5～30万円 看護師・准看護師免許　

ケアワーカー（介護員）／美晴が丘 2 14.3～22万円 普通自動車免許

ケアワーカー（介護員）／荻の苑 1 14.3～22万円 普通自動車免許

株式会社 ローケン
有料老人ホームの経営、訪問介護事
業、通所介護事業、在宅介護支援事業

介護職員 3 14～16万円

生活相談員 1 15.5～16万円
社会福祉主事、社会福祉士、介護支援
専門員、その他の福祉・介護関係資格

看護職員 2 16～18万円 看護師または准看護師免許

株式会社 高山組
土木・舗装・建築・法面・構造物補修
工事の総合建設業

総務事務 1 14～25万円 普通自動車免許（ＡＴ限定可）

土木工事作業員 3 16～30万円 普通自動車免許（ＡＴ限定不可）

土木工事施工管理技術者及び
補助業務員

3 17～45万円 普通自動車免許（ＡＴ限定可）

一般社団法人 竹田市医
師会（竹田医師会病院）

病院

看護師 3 21～23.6万円 看護師免許

准看護師 1 17～19.6万円 准看護師免許

事務職（医療事務） 2 14.5～17.1万円
医療事務資格、医療事務技能有資格者
または資格取得見込の方

朝日生命保険相互会社
大分支社竹田営業所

生命保険商品の営業、当社顧客のアフ
ターフォロー

営業 5 11万円

株式会社 重松組 建設業、産業廃棄物処理業

土木作業員 3 18.4～20.7万円 普通自動車免許（ＡＴ限定不可）

土木施工管理技士 3 25～35万円
１級または２級土木施工管理技士、普
通自動車免許（ＡＴ限定不可）

加藤石油株式会社
石油製品・液化石油ガス販売、自動車
整備・車検、自動車販売、各種保険の
取扱

自動車整備士 2 16～23万円
二級自動車整備士、普通自動車免許

（ＡＴ限定不可）

ガソリンスタンド販売員（竹田市内） 3 13.8～20万円 普通自動車免許（ＡＴ限定不可）

医療法人 健伸会みはら
クリニック

整形外科・内科・麻酔科・リハビリテー
ション科等の外来診療、通所リハビリテー
ション、指定居宅介護支援事業所の運営

理学療法士 2 21.2～28.7万円 理学療法士、普通自動車免許

正・准看護師 2 16.8～23.2万円
看護師・准看護師のいずれかの免許・
資格所持で可、普通自動車免許

介護職 1 15～20.5万円 介護福祉士、普通自動車免許（ＡＴ限定可）

有限会社 久住ワイナ
リー

加工用ぶどうの栽培とワインの製造販
売及びレストラン

キッチンスタッフ（未経験可） 1 25～32万円 普通自動車免許　

加工用葡萄の栽培（醸造補佐） 1 25～32万円 普通自動車免許

ワイナリースタッフ 1 23.5～30万円 普通自動車免許

株式会社 松井組
綜合建設業（建築、土木、舗装）、携帯
販売、書店業務　

土木施工管理技士 1 23～33万円
工務経験者、１級または２級土木施工
管理技士

建築技術者 3 23～33万円
建築工事経験者、１級または２級建築
施工管理技士

現場作業員 1 18～28万円 普通自動車免許（ＡＴ限定不可）

株式会社 頂
林業全般（植林、下刈り、間伐、皆伐、
立木売買）、チェーンソー、草刈り機、
林業機械の運転、トラックの運転

林業作業員 1 20～27.5万円 普通自動車免許（ＡＴ限定不可）

トラック運転手 3 20～25万円 中型自動車免許・大型自動車免許のいずれか

事務 1 12.8～16万円 普通自動車免許（私用車を持ち込める方）

有限会社 工藤緑化 土木工事業・造園工事業・林業工事業 一般作業員 3 18～30万円 普通自動車免許（ＡＴ限定不可）

株式会社 豊西測量設計
測量・土木設計・補償コンサルタント・
建設コンサルタント

営業 1 17～25万円 普通自動車免許

測量技術者 1 18～35万円 普通自動車免許

土木設計技術者 1 20～35万円 普通自動車免許

①生コン車運転手　１人　17.2～19.5万円　②一般事務員　２人　15～16万円　③栄養士または調理師　１人　

15.5～16.5万円　④製材工　２人　17.2万円　⑤養豚管理者　２人　18～25万円　⑥接客・清掃係　１人　15～20

万円　⑦自動車整備　２人　17～22万円　⑧事務及び販売　１人　14.9万円　⑨介護職員　１人　14.5～14.8万円 

⑩土木工務者　１人　20万円　⑪林業作業員　１人　21.1～23.6万円　⑫重機オペレータ　１人　23.1～34.6万円

〔パート求人〕（時給）
⑬調理員　２人　800～870円　⑭レジ・接客係　２人　900～1000円　⑮保育士　１人　810円　⑯販売員　１人　

940円　⑰配膳・接客　１人　900円　⑱厨房係　１人　800円　⑲商品のレンタル及び販売スタッフ　１人　900～

1000円　⑳収穫作業員　３人　900～1000円　㉑作業員及び配達　４人　850～1000円　㉒販促担当　１人　800円

㉓夜勤専門員　１人　800～900円　㉔歯科助手　１人　900円

求
人
情
報

問竹田市ふるさとハローワーク　☎63-1101
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
流
行
や
令
和
２
年
７
月
豪
雨

で
、
以
前
よ
り
も
家
族
と
過
ご
す

時
間
が
長
く
な
っ
て
い
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
は
そ
れ
で
と
て

も
大
切
な
時
間
で
し
ょ
う
が
、
一

方
で
多
く
の
不
安
や
ス
ト
レ
ス
か

ら
、
き
ょ
う
だ
い
喧
嘩
、
親
子
喧

嘩
、
心
が
病
ん
で
い
ろ
い
ろ
な
症

状
を
訴
え
る
子
ど
も
や
大
人
、
さ

ら
に
は
虐
待
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
疑
問
や

悩
み
を
フ
ラ
ン
ク
に
医
師
、
保
健

師
、
看
護
師
に
聞
く
こ
と
が
で
き

る
サ
ロ
ン
形
式
の
場
を
定
期
的
に

開
催
し
て
い
ま
し
た
。
主
に
マ
マ
、

パ
パ
、
グ
ラ
ン
マ
、
グ
ラ
ン
パ
、

こ
れ
か
ら
出
産
を
予
定
し
て
い
る

方
が
参
加
さ
れ
て
、
毎
回
、
楽
し

く
お
話
を
し
て
い
ま
し
た
。

  

「
注
意
を
そ
ら
す
た
め
の
ス
マ

ホ
等
は
よ
い
で
す
か
？
」、「
子
ど

も
を
上
手
に
し
つ
け
す
る
方
法
を

教
え
て
く
だ
さ
い
」、「
叱
り
方
が

わ
か
り
ま
せ
ん
」、「
ち
ゃ
ん
と
し

な
さ
い
と
何
度
言
っ
て
も
で
き
ま

せ
ん
」、「
配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー

が
子
育
て
に
協
力
し
て
く
れ
ま
せ

ん
」な
ど
な
ど
。
サ
ロ
ン
終
了
後

は
、「
悩
み
が
す
っ
き
り
し
た
」と

の
感
想
も
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　

こ
の
数
か
月
、
そ
の
サ
ロ
ン

は
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
た
め
、
こ
れ
ま
で
質
問
さ
れ

た
主
な
悩
み
や
疑
問
と
ア
ド
バ

イ
ス
をFacebook

、In
stagram

、

T
w

itter

で
全
国
に
公
開
し
て
い

ま
す
。
ア
カ
ウ
ン
ト
を
お
持
ち

の
場
合
は「
#
マ
マ
パ
パ
子
育
て

サ
ロ
ン
」で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

子
育
て
の
ち
ょ
っ
と
し
た
疑
問
や

悩
み
の
解
決
に
つ
な
が
る
と
嬉
し

い
で
す
。

（
大
分
大
学
客
員
教
授　

是
松
聖
悟
．）

第52回 コロナ禍で子育ての悩みが
増していないでしょうか？

出 張 !

えがおの子育て

小児科
地域医療･小児医療の視点から

８月の休日及び夜間の在宅当番医院
当番日 医療機関 電話番号 当番日 医療機関 電話番号

１㈯ 大久保病院 ☎64-7777 17㈪ 道全内科 ☎63-2270

２㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241 18㈫ 志賀内科 ☎63-2083

３㈪ 道全内科 ☎63-2270 19㈬ 道全内科 ☎63-2270

４㈫ 志賀内科 ☎63-2083 20㈭ 秦医院 ☎63-2246

５㈬ 久住加藤医院 ☎76-0008 21㈮ 竹田クリニック ☎64-9000

６㈭ 須小耳鼻咽喉科 ☎63-3387 22㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241

７㈮ くどう循環器科・内科 ☎63-2304 23㈰ 大久保病院 ☎64-7777

８㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241 24㈪ 道全内科 ☎63-2270

９㈰ 大久保病院 ☎64-7777 25㈫ 志賀内科 ☎63-2083

10㈪ 竹田医師会病院 ☎63-3241 26㈬ 安西皮膚科 ☎63-3232

11㈫ 加藤内科医院 ☎63-2006 27㈭ 竹田診療所 ☎62-4014

12㈬ 志賀内科 ☎63-2083 28㈮ 柚須医院 ☎63-2016

13㈭ 大久保病院 ☎64-7777 29㈯ 大久保病院 ☎64-7777

14㈮ 竹田医師会病院 ☎63-3241 30㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241

15㈯ 大久保病院 ☎64-7777 31㈪ 道全内科 ☎63-2270

16㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241

受付時間　平日夜間　  18：00〜21：00　土曜日  13：00〜21：00

　　　　　日曜、祝日　  9：00〜21：00

注意事項

・かかりつけの病院がある場合は、できるだけそこで診てもら

うようお願いします。

・当番医は、やむを得ず変更される場合があります。必ず事前

に症状などを電話で連絡したうえで受診してください。

・症状が重い場合は救急車を呼んでください。

・原則として小学生以下の小児救急に関しては、小児科外来休

日当番病院を受診してください。

※当番医の情報については、変更になる場合があります。最新

の情報は、ケーブルテレビのデータ放送「休日当番医」をご覧

いただくか、竹田市消防署（☎63-0119）でも確認できます。

歯科休日当番医院
当番日 医　療　機　関 電話番号

８／２㈰ 陽だまり歯科医院（野津町野津市北） ☎0974-32-7864
８／９㈰ 長湯ごとう歯科（直入町長湯） ☎0974-75-3001
８／10㈪ 岩田歯科クリニック（野津町野津市） ☎0974-32-7220
８／16㈰ 竹田市荻町歯科診療所（荻町馬場） ☎0974-68-3263
８／23㈰ みどり歯科クリニック（緒方町下自在） ☎0974-42-3031
８／30㈰ ふじさわ歯科医院（竹田市竹田） ☎0974-64-1118

※竹田市歯科医師会が実施していました当番医院体制は、４月
から竹田市歯科医師会と豊後大野市歯科医師会による輪番体
制となりました。

※診療時間　9：00〜12:00（受付11:30まで）
※当番医の情報については、大分県歯科医師会のホームページ

でも確認することができます。

小児科外来休日当番医院
当番日 医　療　機　関

８／１㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
８／２㈰ 豊後大野市民病院
８／８㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
８／９㈰ 豊後大野市民病院
８／10㈪ みやわき小児科
８／15㈯ 豊後大野市民病院
８／16㈰ 豊後大野市民病院
８／22㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
８／23㈰ みやわき小児科
８／29㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
８／30㈰ 豊後大野市民病院
９／５㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
９／６㈰ 豊後大野市民病院

問豊後大野市民病院（☎0974-42-3121）
　みやわき小児科（☎0974-24-0230）
　三重東クリニック（☎0974-22-6333）
　竹田市立こども診療所（☎63-3838）
受付時間　8:30～11:30（こども診療所は9:00～12:00）
診療時間　9:00～12:00（三重東クリニックは8:30～12:00）
受診時の注意　当番医療機関についてはやむを得ず変更になる
場合があります。あらかじめ当番医療機関または竹田市消防署

（☎63-0119）に電話でご確認ください。また、院外薬局が休みの
場合には、あらかじめ用意された約束処方となることがあります。
なお、毎月の当番表については、「おおいた医療情報ほっとネット」
で公開しています。

休日・夜間の在宅当番医院／えがおの子育て小児科
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コ
ロ
ナ
感
染
が
再
び
東
京
を
震
源
地（
エ
ピ
セ
ン

タ
ー
）と
し
て
変
化
し
な
が
ら
蔓
延
し
つ
つ
あ
る
と

い
う
こ
と
で
、
専
門
家
が
警
鐘
を
鳴
ら
し
始
め
た
。

７
月
18
日
の
こ
と
で
あ
る
。

　

私
た
ち
に
と
っ
て
は
、
そ
の
前
に
２
度
も
大
雨
被

害
を
受
け
て
、
人
命
こ
そ
落
と
す
こ
と
は
な
か
っ

た
け
れ
ど
、
河
川
や
道
路
、
そ
し
て
田
畑
の
被
害

は
平
成
24
年
の
災
害
に
劣
ら
な
い
ほ
ど
凄
ま
じ
か
っ

た
。
特
に
、
今
回
は
く
じ
ゅ
う
連
山
か
ら
直
入
町
方

面
に
か
け
て
想
定
外
の
雨
量
が
記
録
さ
れ
た
。
直
入

町
の
下
野
の
観
測
点
で
は
７
月
11
日
の
早
朝
６
時
か

ら
、
１
時
間
に
90
ミ
リ
と
い
う
大
雨
が
降
っ
た
。
そ

の
前
の
１
時
間
が
60
ミ
リ
、
そ
の
後
の
１
時
間
も
30

ミ
リ
を
超
え
た
か
ら
、
こ
の
３
時
間
だ
け
を
見
て
も

１
８
０
ミ
リ
と
い
う
驚
く
べ
き
雨
の
量
で
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
テ
レ
ビ
が
全
国
に
報
じ
た
わ
け
だ
。

　

１
時
間
に
50
ミ
リ
の
雨
が
降
る
と
大
変
な
こ
と
に

な
る
と
騒
い
で
い
る
の
だ
か
ら
、
こ
こ
に
記
録
さ
れ

た
雨
量
で
災
害
が
発
生
し
な
い
わ
け
は
な
い
。

　

こ
の
雨
で
特
に
被
害
を
受
け
た
の
は
林
道
や
登
山

道
。
そ
れ
も
、
こ
こ
ま
で
ひ
ど
い
状
態
は
か
つ
て
経

験
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
ろ
う
と
思
う
。

　

こ
の
大
雨
に
気
を
取
ら
れ
て
い
る
間
、
テ
レ
ビ
で

は
も
う
１
つ
の
災
難
が
深
刻
化
し
て
い
る
こ
と
を
伝

え
た
。
コ
ロ
ナ
で
あ
る
。
冒
頭
お
話
し
し
た
よ
う
に
、

東
京
で
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
の
感
染
拡
大
が
危
機
的
状
況

に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
報
じ
ら
れ
た
。

　

Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し

て
、
多
く
の
日
本
人
に
国
内
旅
行
を
し
て
も
ら
お
う

と
い
う
国
策
で
あ
っ
た
が
、
感
染
が
集
中
的
に
高

ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
東
京
か
ら
出
る
こ
と
、
東

京
に
行
く
こ
と
に
大
き
な
制
限
が
加
わ
っ
た
。

　

コ
ロ
ナ
を
徹
底
的
に
防
御
す
る
こ
と
、
何
と
し
て

で
も
医
療
崩
壊
を
食
い
止
め
る
こ
と
。
こ
れ
が
第
一

義
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
の
一
方

で
経
済
的
崩
壊
を
招
く
こ
と
に
な
れ
ば
、
都
会
の
み

な
ら
ず
農
山
漁
村
に
あ
っ
て
も
人
々
の
暮
ら
し
は
成

り
立
っ
て
い
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。「
人
が
動
か

な
け
れ
ば
経
済
が
行
き
詰
ま
り
、
人
が
動
け
ば
コ
ロ

ナ
が
蔓
延
し
て
し
ま
う
」と
い
う
狭
間
に
世
界
が
置

か
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

そ
ん
な
中
、
市
は
竹
田
な
ら
で
は
の
３
つ
の
政
策

を
打
ち
出
し
た
。

　

１
つ
は「
農
業
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
の
支
援
」で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
の
せ
い
で
外
国
人
労
働
者
の
確
保
が
困
難
に

な
っ
た
。
農
業
は
、
た
と
え
ば
旬
を
迎
え
る
ス
イ
ー

ト
コ
ー
ン
や
ト
マ
ト
、
カ
ボ
ス
な
ど
の
収
穫
は
猫
の

手
も
借
り
た
い
ほ
ど
で
あ
る
。
都
会
で
は
、
同
じ
く

コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
職
を
失
っ
た
人
が
少
な
く
な
い
。

な
ら
ば
、
そ
ん
な
人
た
ち
に
農
村
に
入
っ
て
も
ら
い
、

農
作
業
を
手
伝
っ
て
い
た
だ
こ
う
。
課
題
に
な
っ
て

い
る
交
通
費
や
保
険
料
、
滞
在
費
は
地
方
創
生
の
臨

時
交
付
金
で
賄
え
る
。
１
０
０
％
の
補
助
金
だ
か
ら

実
行
し
や
す
い
。
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。

　

も
う
１
つ
は
、
移
動
が
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

自
慢
の
農
産
物
を
お
届
け
し
や
す
い
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
よ
う
。
た
と
え
ば
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
や
カ
ボ

ス
、
ト
マ
ト
を
送
り
た
い
け
ど
送
料
が
高
く
て
手
が

出
な
い
。
そ
ん
な
場
合
に
、
送
料
を
千
円
ま
で
竹
田

市
の
方
で
負
担
し
よ
う
と
い
う
仕
組
み
で
あ
る
。

　

ホ
テ
ル
や
旅
館
、レ
ス
ト
ラ
ン
や
食
堂
を
応
援（
予

約
）し
て
く
れ
る
と
、
20
％
の
た
け
た
未
来
券
を
差

し
上
げ
ま
す
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
始
ま
っ
て
い

る
。

　

そ
し
て
。
何
と
い
っ
て
も
気
に
な
る
の
が
、
高
齢

化
社
会
の
悩
み
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
や
水
害
は
も
ち
ろ

ん
だ
が
、
普
段
か
ら「
買
い
物
に
行
き
た
い
」、「
薬

を
も
ら
い
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」、「
温
泉
で

健
康
づ
く
り
と
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
を
楽
し
み
た

い
」な
ど
を
支
援
で
き
た
ら
、
ど
れ
ほ
ど
皆
さ
ん
に

喜
ん
で
い
た
だ
け
る
か
。

  

『
人
間
は
前
に
歩
い
て
ゆ
く
よ
う
に
で
き
て
い
る
。

し
り
ぞ
く
勿
れ
』と
い
う
励
ま
し
の
声
が
届
く
。
い

ま
こ
そ
、
コ
ロ
ナ
と
水
害
を
越
え
て
豊
か
な
農
村
の

暮
ら
し
を
築
い
て
い
こ
う
。

『
人
間
は
前
に
歩
い
て
ゆ
く
よ
う
に
で
き
て
い
る
。
し
り
ぞ
く
勿
れ
』

コ
ロ
ナ
に
加
え
て
大
雨
被
害
が
追
い
う
ち
を
か
け
る
が
…
…

市長コラム

〈第131回〉

文豪川端康成が晩年、よく揮毫したのが  『有
由有縁』。人との出会いや物事との接点が生ま
れるのは、偶然ではなく、それなりの理由が
働くからであるという意味です。

←土砂災害により倒
壊した家屋を視察

（直入町）
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開館のご案内

新刊のご案内

竹田市立図書館（TEL&FAX 63-1048）
　開館時間  午前10時〜午後６時　休館日 月曜日・第４金曜日
　※８月の第４金曜日は開館します。休館日は月曜日のみとなります。

荻駅交流館図書室（TEL&FAX 68-2200）
　開館時間  午前10時〜午後６時　休館日 土・日・祝日等

久住図書室（TEL 76-0717／FAX 76-0724）

直入図書室（TEL 75-2211／FAX 75-2217）
　開館時間 午前８時30分〜午後５時　休館日 土・日・祝日等

【一般書】
・少年と犬［文藝春秋］　　　　　　　　　　　　　馳　星周

・おいしくて泣くとき［角川春樹事務所］　　　　森沢　明夫

・またね家族［講談社］　　　　　　　　　　　　松居　大悟

・あしたの華姫［KADOKAWA］　　　　　　　　　  畠中　恵

・漣のゆくえ とむらい屋颯太［徳間書店］　　　　梶　よう子

・人は、  なぜ他人を許せないのか？［アスコム］　中野　信子

・女帝 小池百合子［文藝春秋］　　　　　　　　　石井　妙子

・小さな平屋。自然を感じる、すこやかな暮らし

　 ［エクスナレッジ］　　

・あなたは髪を切らなくても変われる ［ダイヤモンド社］　

小西　恭平

・「繊細さん」の本［飛鳥新社］　　　　　　　　　武田　友紀

・調味料保存＆使い切りのアイデア帖

　［パイインターナショナル］　　　　　　　　島本　美由紀

・教養としての世界宗教史［宝島社］　　　　　　島田　裕巳

【児童書】
・七不思議神社１［あかね書房］　　　　　　　　緑川　聖司

・魔天使マテリアル 30  明日への扉［ポプラ社］ 藤咲　あゆな

・サブキャラたちのグリム童話［偕成社］　　　　　斉藤　洋

・あらいぐまのせんたくもの ［童心社］

　大久保　雨咲　作／相野谷　由起　絵

・父さんはどうしてヒトラーに投票したの？ ［解放出版社］

ディディエ・デニンクス　作／ PEF　絵

・10歳から知っておきたいお金の心得［えほんの杜］

八木　陽子

・カンタン！齋藤孝の最高の読書感想文［KADOKAWA］ 

齋藤　孝

・どこからきたの？おべんとう［金の星社］　　鈴木　まもる

・妖怪のど自慢［絵本館］　　　　　　　　　　　広瀬　克也 

・おこりたくなったらやってみて！［主婦の友社］

　オーレリー・シアン・ショウ・シーヌ

・ちびクワくん［ほるぷ出版］　　　　　やました　こうへい

ほか　250冊ほど入りました。

司書おすすめの一冊
「小説伊勢物語  業平」

「耳元の鈴を鳴らさない！」

「こくん」　

髙樹　のぶ子　　日経BP日本経済新聞出版本部

佐久良　マサフミ　　耳元の鈴を鳴らさない製作委員会

村中李衣　作／石川えりこ　絵　　童心社

　千年前から読み継がれてきた現存する
最古の歌物語である『伊勢物語』。多くが

「むかし、男（ありけり）」の冒頭句を持つこ
とで知られています。「古典との関わり方
として、現代語訳ではなく小説化で人物を
蘇らせたい」という作者の思いから、和歌
を小説の筋に据えた、美麗な容貌と色好み
で知られる在原業平の生涯を味わってみ
てください。

　弱気、内気、人前に立つのが大の苦手
である高校三年生の安心院史郎。ある日、
映画検定試験の会場で突然見知らぬ女子
高生に告白され、緊張のあまり卒倒して
しまう。しかしその告白の実態は「自分の
撮る映画で主演を務めてほしい」というも
のだった……。
　大分県出身の著者が、地元と映画への
感謝を込めて描く青春群像劇です。

　退院したちさとは、歩行器を使っ
て園に戻ってきた。手伝ってくれる
というしゅん君。きっぱりと断った
ちさとは、ステージの階段や滑り台
に、自分だけの力で挑戦する……。
　新しい一歩を踏み出した子どもた
ちの物語。読む人に勇気を与えてく
れる一冊です！

山口　進　文・写真　　福音館書店

「トマトのひみつ」

　ぼくはトマト。ぼくたちの畑に夏
が来た。この本は夏の自然の様子を
いきいきと描いた「かがくのとも」傑
作集の写真えほんです。
　おいしいトマトにはいたずらされ
ないようなひみつがあるんだよ！つ
ゆがおりた夏の朝、真っ赤に熟れて
輝いたトマトの絵本をどうぞ。

　さてトマトのひみつは何だったのかな？

児童書

郷土の本

　暑い暑い夏がやって来ました！さあ皆さん涼しい図書館へ行きま

しょう。今月は第４金曜日も開館して皆さんのお越しをお待ちして

おります。

　ご希望の本などのリクエストも受け付けていますのでカウンター

でお申し込みください。

　おはなしひろば　毎週火曜日　10：30～11：00
　おはなしルームは夏休みのためお休みです。

今月の読み聞かせ

一般書

読み聞かせに

おすすめの

一冊
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／
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編
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／
総

務
課

秘
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広
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係
　

TEL 0974-63-1043　
FA

X
 0974-63-0995　

■
印

刷
／

い
づ

み
印

刷
㈱

竹
田

営
業

所

　

低
地
か
ら
丘
き
ゅ
う

陵
り
ょ
う

地ち

の
や
や
湿し
っ

気け

の
あ
る
林
の
ふ
ち
や
家
の
空
き
地

に
生
育
す
る
高
さ
１
・
５
㍍
ほ
ど

の
茎く
き

を
直
立
さ
せ
る
多
年
草
で
す
。

　

葉
は
大お
お

型が
た

の
奇き

数す
う

羽う

状
じ
ょ
う

複ふ
く

葉よ
う

（
小
し
ょ
う

葉よ
う

が
奇
数
で
羽
状
に
並
ぶ
葉

の
つ
き
方
）
で
小
葉
は
５
か
ら
７

個
で
、
形
は
広こ
う

披ひ

針し
ん

形け
い

で
す
。
小

葉
の
大
き
さ
は
長
さ
18
㌢
、
幅
が

７
㌢
ほ
ど
で
す
。
主し
ゅ

脈
み
ゃ
く

が
白
く
て

目
立
ち
ま
す
。

　

夏
の
頃
、
茎け
い

頂
ち
ょ
う

に
上
が
平た
い

ら
に

な
っ
た
花か

序じ
ょ

に
白
い
径
４
㍉
ほ
ど

の
小
さ
な
５
弁べ
ん

花か

を
た
く
さ
ん
咲

か
せ
ま
す
。
花
の
所
ど
こ
ろ
に
蜜み
つ

を
分ぶ
ん

泌ぴ
つ

さ
せ
る
黄
色
い
杯
さ
か
ず
き

状
じ
ょ
う

の
腺せ
ん

体た
い（

写
真
）
が
あ
る
の
が
特と
く

徴
ち
ょ
う

で
す
。

こ
の
腺
体
に
訪
お
と
ず

れ
る
昆
虫
に
よ
っ

て
集
し
ゅ
う

団だ
ん

的て
き

に
受じ
ゅ

粉ふ
ん

が
行
わ
れ
る
仕し

組く

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
花
の
あ

と
、
小こ

粒つ
ぶ

の
赤
く
熟
じ
ゅ
く

し
た
果
実
を

つ
け
ま
す
。

　

和
名
の
由
来
は
、
は
っ
き
り
し

ま
せ
ん
が
、
草そ
う

タ
ズ
（
タ
ズ
は
ニ

ワ
ト
コ
の
古こ

名め
い

で
す
）
が
転て
ん

じ
た

も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ソ
ク
ズ
の
葉
は
樹じ
ゅ

木も
く

の
ニ
ワ
ト

コ
に
よ
く
似
て
い
る
の
で
別
名
を

草ク

サ

ニ

ワ

ト

コ

接
骨
木
と
も
い
い
ま
す
。

　

竹
田
で
は
里
山
の
人
家
の
近
く

の
空
き
地
や
田
ん
ぼ
の
ふ
ち
な
ど

で
観
察
さ
れ
ま
す
。
花
期
は
８
月

で
す
。

阿孫  久見

ソクズ（レンプクソウ科）

郷土の植物
（376）

第185回

瓜
うり

生
う

　晟
せ

叶
な

くん
７日　一裕

（荻・桜町東）

佐
さ さ き

々木　美
み

葵
おい

ちゃん
25日　賢吾

（竹田・山手）

金
かな

丸
まる

　莉
り

子
こ

ちゃん
15日　竜也

（竹田・下町）

菊
きく

池
ち

　臣
おみ

くん
31日　純平

（竹田・植木政所）

３
日　

後ご

藤と
う　

陽は
る

守ま

く
ん 

　

（
真
澄
・
桜
町
東
）

４
日　

佐さ

藤と
う　

遼り
ょ
う
わ和

く
ん　
　

（
政
和
・
草
深
）

７
日　

阿あ

南な
ん　

美み

ち

か

千
花
ち
ゃ
ん

（
卓
也
・
西
）

８
日　

渡わ
た

邉な
べ　

初う
い

夏か

ち
ゃ
ん

（
嗣
峰
・
本
町
）

18
日　

本ほ
ん

田だ　

煌お
う

翔が

く
ん

（
竜
清
・
西
中
）

22
日　

波は

た

の

多
野　

亜あ

み美
ち
ゃ
ん

（
尚
也
・
東
中
）

24
日　

内う
ち

田だ　

晴は
る
み
ち道

く
ん

（
誠
・
下
町
）

28
日　

田た

原は
ら　

紀か
ず

希き

く
ん

（
栄
樹
・
七
里
団
地
）

月
生
ま
れ
（
親
・
自
治
会
）

６
誕
生
お
め
で
と
う

令
和
２
年
９
月
に
１
歳
の
誕
生
日
を
迎
え

る
お
子
さ
ん
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
！

問
秘
書
広
報
係 

☎
63
ー

１
０
４
３

令和元年８月生まれ
誕生日　親

（地域・自治会）

　

竹
田
市
植
木
生
ま
れ
。
独
身
時
代

は
農
協
で
働
い
て
い
ま
し
た
。
戦
後

に
同
級
生
だ
っ
た
夫
と
結
婚
し
、
農

業
を
営
み
な
が
ら
４
人
の
子
ど
も
を

育
て
ま
し
た
。
社
交
的
な
性
格
で
地

区
の
友
人
も
多
く
、
婦
人
会
で
は
役

員
を
務
め
た
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

手
先
が
器
用
で
、
編
み
物
を
し
た
り
、

高
齢
者
大
学
に
通
っ
て
作
陶
し
た
り

し
ま
し
た
。

　

本
が
好
き
で
、
特
に
推
理
小
説
を

読
む
そ
う
で
す
。
ひ
孫
た
ち
に
は
、

自
作
の
物
語
を
聞
か
せ
、
楽
し
ま
せ

て
い
る
と
の
こ
と
。
長
生
き
の
秘
訣

は「
多
く
の
人
と
交
流
を
持
つ
こ
と
」

（竹田・植木）

大
お お

塚
つ か

  サツキさん

大正９年７月３日生まれ


